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  環境再生保全機構 

 

 

 

 

汚染負荷量賦課金は、「公害健康被害の補償等に関する法律」

に定められているものです。 

この手引に従って、期限内に適正な申告と納付をされますよ

うお願いします。 

 申告と納付の期限は平成 25 年 5 月 15 日（水）です。 

申告書類は下記へ提出して下さい。



「公害健康被害補償・予防の手引」の入手方法について 

 

「公害健康被害補償・予防の手引」は、独立行政法人環境再生保全機構のホームページにある賦

課金ホームページ（http://www.erca.go.jp/fukakin/）でダウンロードできます。 

 

 
独立行政法人環境再生保全機構では、関係者の皆さんに公害健康被害補償制度を正しく理解して

いただくために、「公害健康被害補償・予防の手引」を作成し、当機構のホームページで公表して

おります。 

「公害健康被害補償・予防の手引」は、質疑応答形式でわかりやすく取りまとめるとともに、参

考資料及び用語解説も掲載していますので、実務担当者の解説書としてご活用ください。 
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Ⅰ 公害健康被害者への補償について 

 

公害健康被害の補償等に関する法律（昭和４８年法律第１１１号。以下「法」という。）に基づく

公害健康被害者への補償給付等は、昭和63年３月１日の第一種地域の指定解除以降、既に認定され

た方々のみとなりました。 

その概要は、次の表のとおりです。 

項   目 内               容 条文(法) 

性   格 
民事責任を踏まえ、公害によって生じた健康被害の損害をてん

補する。 
第 1 条 

対    象 
大気汚染の影響による健康被害としての慢性気管支炎等の４

疾病。 
第 2 条 

既 認 定 の      

考 え 方 

大気汚染による疾患（ぜん息等）については、大気の汚染の影

響によるものとして認定するための制度的取り決めとして、「指

定地域」、「ばく露期間」及び「指定疾病」の３要件を定めている。 

第 4 条 

補 償 給 付      

の 種 類 

(1) 療養の給付及び療養費 (5) 児童補償手当 

(2) 障害補償費        (6) 療養手当 

(3) 遺族補償費 (7) 葬祭料 

(4) 遺族補償一時金 

第 3 条 

公 害 保 健      

福 祉 事 業      

の 種 類 

(1) リハビリテーション事業 

(2) 転地療養事業 

(3) 療養用具支給事業 

(4) 家庭療養指導事業 

(5) インフルエンザ予防接種費用助成事業 

第 46 条 

費 用 負 担      

(1) 補償給付費 汚染原因者   全 額 

    汚染負荷量賦課金…８割 

     自動車重量税引当…２割 

(2) 公 害 保 健      国       ４分の１ 

  福祉事業費 都道府県等   ４分の１ 

 汚染原因者   ２分の１ 

              汚染負荷量賦課金…８割 

              自動車重量税引当…２割 

(3) 給付事務費 国       ２分の１ 

 都道府県等   ２分の１ 

(4) 徴収事務費 一部国庫補助、残り汚染負荷量賦課金 

 

 

第48～52条 

 
 
第 49 条 

第 51 条 

 
附則第 9条

 

汚染負荷量

賦 課 金 の      

徴 収 方 法      

(1) 汚染に対する寄与の程度に応じて、徴収権限をもった「独立

行政法人環境再生保全機構（以下「機構」という。）」が徴収す

る。 

(2) ばい煙発生施設等設置者は、汚染負荷量賦課金を納付する義

務を負う。 

第52～61条
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Ⅱ 汚染負荷量賦課金の申告・納付について 
 

１．納付義務者（法第52条） 

汚染負荷量賦課金の納付義務者は、次に掲げる要件を満たす工場・事業場を有し、又は、有し

ていた事業者です。すなわち、昭和62年度に納付義務者であった者は、汚染負荷量賦課金を申告・

納付する義務があります。 

① 昭和62年４月１日にばい煙発生施設等を設置していたこと。

② その施設が、硫黄酸化物を排出し得るものであったこと。 

ばい煙発生施設等

（大気汚染防止法に

定めるもの）を設置し

ていた工場・事業場 
③ その施設が設置されていた工場・事業場における最大排出ガ

ス量※の合計が、指定地域解除前の地域区分に応じて定めら

れていた次の量以上であったこと。 

     旧指定地域    5,000 ｍ3N/ｈ 

     その他地域   10,000 ｍ3N/ｈ 

※ 最大排出ガス量とは、ばい煙発生施設を定格の能力（長時間安定して運転することがで

きる最大限の能力）で運転したときの施設の排出ガス量（湿りガス）の合計をいいます。 

また、排風機（ブロワ）を使用している施設については、原則として排風機の排風能力

（ｍ3N/ｈ）をもって最大排出ガス量とします。 

  なお、最大排出ガス量の合計には、予備施設・休止施設等のガス量も含まれます。 

 

〔付記〕  昭和63年の制度改正後における納付義務者は、指定地域の解除が行われた年度である昭

和62年度の初日、すなわち昭和62年４月１日に上記要件を満たしていた工場･事業場を設置し

ていた事業者であり、昭和62年４月２日以後に、ばい煙発生施設を改造又は廃止したこと等

によって、当該工場･事業場の最大排出ガス量の合計が、旧指定地域5,000 ｍ3N/ｈ未満、そ

の他地域10,000 ｍ3N/ｈ未満に減少した場合でも汚染負荷量賦課金を申告･納付する義務が

あります。 
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申 告 書 記 載 例

平成２５年　５月１３日

公害健康被害の補償等に関する法律第55条第１項の規定に基づき、次のとおり申告します。

①

１ ０ ０ ３ ３ ０ ９ ０ １

 カナガワケン　カワサキシ　サイワイク　オオミヤチョウ　1310
②

８ ５ ５ ４

(ﾛ)氏名又は名称

電　話　番　号 　０４４　―　５２０　―　９５０３

同　左
代理人

兆 十億 百万 千円

６ ２ ３ ０ ０ ０ ０ ３７ ６２３００００

ミヤギケン　センダイシ　ミヤギノク　ミナト　１－２－３
③

０ ０ ０ １

センダイ　コウジョウ

(ロ)名　　　 称  電話番号

(ﾆ)　業　種　名 ④
百万 千 m3N

9 2 0 1 6
⑤

円 円 十億 百万 千 円

百万 千 m
3N

4 1 2 7 8 4 5 8 5 9 8
1 . 5 .

m3N 2 . 6 . 1 1 1 . 1 1

3 1 1 7 8 3 . 3 4 6 4 1 8 7
4 . 合計

3 9 2 2 7 0 0

(ｲ) 全期又は第１期（初期） (ﾛ) 第　　２　　期 (ﾊ) 第　　３　　期 (ﾆ) 第　　４　　期
十億 百万 千 円 十億 百万 千 円 十億 百万 千 円 十億 百万 千 円

9 8 0 9 0 0 9 8 0 6 0 0 9 8 0 6 0 0 9 8 0 6 0 0
Ａ ３ Ｂ ２ （92016） （0401）

Ｅ ６ ｂ １２

環　境　課
022-562-8181（内263）
タ　イ　キ　　マ モ ル

11 1 . 1

神奈川県　川崎市　幸区　大宮町　1310

ア オ ゾ ラ イ チ ロ ウ

郵便番号

２ ２

青　空　工　業　株　式　会　社

区 分

（フリガナ）

( ﾊ )代表者氏名

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

(ｲ)所　 在　 地

(ﾎ)資　 本　 金

（フリガナ）

(ｲ)住　　　 所

２

工場・
事業場

区　分
C･D

１

納 付 義 務 者 番 号

機 構 用

平成２５年度汚染負荷量賦課金申告書

賦課金申 告 汚 染 負 荷 量 賦 課 金 番 号

独立行政法人環境再生保全機構理事長 殿

対
象
工
場
・
事
業
場

（

ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
）

納

付

義

務

者

過
去
分

累積換算量（立方メートル／算定基礎期間）

(ｲ) 硫黄酸化物排出量

郵便番号

９ ８ ３

１

大 伊 木 守

（フリガナ）

(ハ)工場長の氏名

立方メートル／時

１時間当た
りの最大排
出ガス量

担当者

仙　台

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

氏 名

作　成

所 属 課

電話番号

現
在
分

前年の排出量（立方メートル／年）

⑥延納の申請 (ｲ)する　(ﾛ)しない

賦
課
金
の
計
算
　
汚

染

負

荷

量

⑦ 汚 染 負 荷 量 賦 課 金 の 期 別 納 付 額 内 訳

注）「事業者用」裏面の注意をよく読んで記入してください。

(ﾊ)＝(ｲ)×(ﾛ)汚染負荷量賦課金額(ﾛ) 単位排出量当たり賦課金（円／立方メートル）

銭銭

㊞

仙 台 工 場

大　森　一　夫 鉄 鋼 業

オ オ モ リ カ ズ オ

大　森　一　夫

022 － 562 － 8181

宮城県　仙台市　宮城野区　港　１－２－３

アオゾラ　コウギョウ　カブシキガイシャ

オ オ モ リ カ ズ オ

青　空　一　郎

（フリガナ）

(ﾆ)

㊞

㊞

２．申告書の記載方法 
 

申告書に記載する際には、次の事項に十分留意していただくとともに、申告書（事業者用）の

裏面を参照してください。なお、申告書は４枚１組の複写式となっておりますので、ボールペン

ではっきり記入してください。 

  また、申告書及び添付書類は、フロッピーディスク又はオンラインによって提出することも可

能です。この場合の申告書等の作成方法は、別冊「平成 25年度汚染負荷量賦課金オンライン申告・

ＦＤ申告マニュアル」を参照してください。 

 

  

この申告書の作成担当者の所属課

の電話番号（内線）及び担当者氏

名を必ず記入してください。 

正式名称及び住所を

記入してください。 

代表取締役又は代表

者の氏名を記入してく

ださい。 

工場等の所在地及び

名称を記入してくださ

い。 

特に定めのないとき

は、工場等の代表者

氏名を記入してくださ

い。 

平成 25 年４月１日現

在の額を記入してく

ださい。資本金を有し

ない事業者は、「0」と

記載してください。 

該当する記号等を○

で囲んでください。 

前年度の申告書に記

入されていた１時間

当たりの最大排出ガ

ス量をプリントしてい

ます。 

提出年月日を記入し

てください。 

この欄はプリントして

あります。 

代理人を選任した場

合に記入してくださ

い。この場合には、

「代理人選任・解任届

出書」が必要です。

（既に提出している場

合は、不要です。） 

この数字は前年度の

申告書の業種番号と

資本金です。 

平成 25 年４月１日現

在の工場・事業場に

おけるばい煙発生施

設等の１時間当たり

の湿りガスの総量を

記入してください。 

この欄は、プリントし

てあります。変更の

ある場合は、プリント

を抹消して変更後の

ものを該当欄余白に

記入してください。な

お、業種名について

は手引 54 ページを参

照してください。 

商工会議所名です。申告書

はこの商工会議所へ提出

してください。 

前年度の申告書に添

付されていた算定様

式の種類と枚数をプ

リントしています。 

必ず押印してくださ

い。ただし、代理人を

選任している場合は

社印及び代表者の印

は不要です。 
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（１）汚染負荷量賦課金の計算 
 

申告書「 ⑤ 汚染負荷量賦課金の計算 」は、算定基礎期間（昭和57年から昭和61年まで）に

おける硫黄酸化物（以下「SＯx」という。）の累積換算量に過去分賦課料率を乗じた過去分汚染

負荷量賦課金額と、前年（平成24年１月１日から平成24年12月31日まで）のSＯx排出量に現在

分賦課料率を乗じた現在分汚染負荷量賦課金額をそれぞれ算出し、合計します。 
 

○「(ｲ)硫黄酸化物排出量」欄中の上欄の「過去分」の「累積換算量（立方メートル／算定基

礎期間）」は、あらかじめプリントしてあります。 

また、下欄の「現在分」の「前年の排出量（立方メートル／年）」は、同一工場・事業場

におけるすべての施設等から排出された総量※を記入してください。 

  ※1 昭和62年4月2日以後に新設及び増設した施設から排出された量を含みます。 

  ※2 大気汚染防止法に定めるばい煙発生施設以外の施設から排出された量を含みます。 

  ※3 予備施設から排出された量及び試運転により排出された量を含みます。 

なお、１ｍ3N 未満の端数が生じるときは、これを切り捨ててください。 
 

〈例〉 Ａ－０１  １２．７ ｍ3N 

 Ａ－０２  ２３．４ ｍ3N 

 Ｃ－０１  ３４．５ ｍ3N 

合 計   ７０．６ ｍ3N → ７０ ｍ
3N 

 

○「(ﾛ)単位排出量当たり賦課金」欄中の上欄の「過去分」欄は、全国一律で定められています。 

また、下欄の「現在分」欄は、地域ごとに定められていますので「平成25年度 汚染負荷

量賦課金賦課料率について」で確認の上、該当する番号に○を付してください。 
 

○「(ﾊ)=(ｲ)×(ﾛ)汚染負荷量賦課金額」は、欄中の上欄の過去分汚染負荷量賦課金額若しくは

中欄の現在分汚染負荷量賦課金額に１円未満の端数が生じるとき、又は合計額に100円未満

の端数が生じるときはこれらを切り捨ててください。 
  

 〔計算式〕 

（過去分汚染負荷量賦課金額 ･･････････････････１円未満は切捨て） 

昭和57年から昭和61年までのSＯx累積換算量×過去分賦課料率 

＝過去分汚染負荷量賦課金額 

（現在分汚染負荷量賦課金額 ･･････････････････１円未満は切捨て） 

      平成24年１月１日から平成24年12月31日までのSＯx排出量×現在分賦課料率 

 ＝現在分汚染負荷量賦課金額 

（汚染負荷量賦課金額 ････････････････････････････100円未満は切捨て） 

  過去分汚染負荷量賦課金額＋現在分汚染負荷量賦課金額 

 ＝汚染負荷量賦課金額 

 

（２）汚染負荷量賦課金の期別納付額内訳 
 

○ 延納を申請する場合 

 汚染負荷量賦課金額が30万円以上である納付義務者は、４期に分けて延納することができ 

ます。延納する場合は、申告書「 ⑥ 延納の申請 」の(ｲ)に○を付し、「 ⑦ 汚染負荷量賦

課金の期別納付額内訳 」の「(ｲ)全期又は第１期(初期)」、「(ﾛ)第２期」、「(ﾊ)第３期」及び
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「(ﾆ)第４期」の欄に⑤の「(ﾊ)=(ｲ)×(ﾛ)汚染負荷量賦課金額」の合計欄に記入した金額の

1/4ずつを記入してください。 

なお、100円未満の端数が生じた場合は、第１期から第４期までの100円未満の金額をすべ

て第１期の金額に合算してください。 
 

  〈例〉3,922,700円の場合は 

3,922,700円×1/4＝980,675円 

第１期分については 

980,600＋75（1OO円未満の端数）×４（４期分）＝980,900円 

第２期分以降については980,600円となります。 
 

○ 延納を申請しない場合 

  ⑥延納の申請の(ﾛ)に○を付し、⑤の「(ﾊ)=(ｲ)×(ﾛ)汚染負荷量賦課金額」の合計欄に記

入した金額と同額を、⑦の「汚染負荷量賦課金の期別納付額内訳」の「(ｲ)全期又は第１期

（初期）」の欄に記入してください。 

 

３．過去分のＳＯｘ累積換算量の算定（施行令第31条、第32条） 
 

算定基礎期間（昭和57年から昭和61年まで）におけるSＯxの各年間排出量、つまり、昭和58年

度から昭和62年度までの各年度申告SＯx量に、各年の換算係数をそれぞれ乗じて合計し、５年分

の累積換算量として算定してあります。 

なお、過去分SＯx累積換算量は、申告書の「 ⑤ (ｲ) 硫黄酸化物排出量 」の過去分欄にプリ

ントしてあります。 

 

４．現在分のＳＯｘ排出量（前年の排出量）の算定（施行規程第３条） 
 

同一工場・事業場において、平成24年１月１日から平成24年12月31日までの間に使用したすべ

ての燃料、原材料及び廃棄物の量等から、次の方法によりSＯxの排出量を算定してください。 
 

（１）前年のＳＯｘの排出量算定の方式 

SＯx排出量の算定は、次の４種類の様式を用いて行うことができます。これらの様式は電算

処理しますので、必ず所定の様式（３枚複写）を用い、数字はマス目の中に、ボールペンで、

はっきり記入してください。 

なお、納付義務者が電算機等で独自に様式を作成する場合は、各様式の１枚目（機構用）及

び２枚目（機構用写）を機構所定の様式と同一のものとしてください。 

Ａ様式…燃料、原材料及び廃棄物（清掃工場等で焼却する廃棄物を除く。）（以下「燃原料」と

いう。）の使用量、密度及び含有する硫黄分から求める場合に用いる最も標準的なも

のです。 

ただし、Ａ様式によることができない等の場合は、次のＢ､Ｃ及びＤの各様式を使

用し、算定してください。 

また、添付書類として補正後の脱硫効率の算定の過程を示す書類(Ｅ)（以下「Ｅ様

式」という｡）があります。 
 

Ｂ様式…燃原料の使用量及び含有する硫黄分等を正確に把握することが困難なため、排出ガス

の測定によって求める方法の場合に用います。ただし、排出ガスの測定は２か月に１
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回以上とし、各回ごとに排出ガス量、硫黄酸化物濃度（以下「SＯx濃度」という。）

及び酸素濃度（以下「Ｏ2濃度」という。）を測定することが必要です。 

また、添付書類として排出ガス測定の結果を示す書類(ｂ)（以下「ｂ様式」という｡）

があります。 

なお、使用する燃原料に関する事項については、Ａ様式と同様に記入してください。 
 

Ｃ様式…燃原料の含有する硫黄分が製品又は中間製品等に吸収・残留する場合で、装入する硫

黄量と吸収・残留する硫黄量から求める場合（Ｓバランスによる計算）に用います。  

ただし、原材料及び製品等に含有する硫黄分は、％表示で小数点以下３けた（４けた

以下切捨て）まで計算してください。月内に硫黄分の異なる原材料を使用したときは、

加重平均してください。加重平均の数値は、小数点以下４けた目をJIS Z 8401（数値

の丸め方）による方法又は四捨五入によって、小数点以下３けたまでとしてください。

（丸め方は、51ページを参照してください。） 

なお、燃料中の硫黄分については、Ａ様式と同様に計算してください。 
 

Ｄ様式…清掃工場等が廃棄物を焼却する場合に用います。 

なお、廃棄物等の硫黄分によって算定する場合は、Ａ様式と同様に計算してくださ

い。ただし、排出ガス測定によって算定する場合は、添付書類としてｂ様式を使用し

てください。 
 

Ｅ様式…Ａ、Ｃ又はＤ様式のａ欄において「補正後の脱硫効率」欄に記入する数値の根拠を明

らかにするため、排出口から大気へ排出されるSＯxの測定結果等から脱硫効率を算

定する場合に用いる添付書類です。 
 

ｂ様式…Ｂ又はＤ様式のｂ欄を用いてSＯx量を算定するための排出ガス測定結果を明らかに

するための添付書類です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 メ モ 》 
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① SＯx排出量の計算式 

使用する燃原料よりSＯx排出量を計算する場合の計算式は、次のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 燃原料コード 

Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤ各様式においてSＯxの年間排出量を算定する場合の燃原料コードは、次に掲げる

「燃原料コード表」から該当する番号を選び、燃原料の種別のコード欄に記入してください。 

（使用している燃原料がコード表にない場合は、液体燃料・固体燃料・気体燃料・廃棄物・原材料 

の区分の中から、「その他」のコードを適用してください。） 

 

燃原料コード表 
 

液 体 燃 料 その他の液体燃料 29 コークス炉ガス 46 ゴ ム 67

Ａ 重 油 01 固 体 燃 料 高 炉 ガ ス 47 合 成 樹 脂 68

Ｂ 重 油 03 石 炭 31 その他の気体燃料 59 石 油 か す 69

Ｃ 重 油 05 コ ー ク ス 33 廃 棄 物 廃 液 71

混 合 重 油 09 木 材 35 都 市 ご み 61 その他の廃棄物 79

軽 油 11 その他の固体燃料 39 汚 泥 ケ ー キ 62 原 材 料

灯 油 13 気 体 燃 料 排 水 処 理 汚 泥 63 窯業・土石原料 84

ナ フ サ 14 都 市 ガ ス 41 紙 く ず 64 鉄 鋼 原 料 85

原 油 15 天然ガス(LNG) 42 繊 維 く ず 65 非 鉄 金 属 原 料 86

黒 液 22 液化石油ガス(LPG) 44 動・植物性残渣 66 そ の 他 の 原 料 99

 

使用する燃原料が 

(ｲ) 液体の場合 

燃原料の前年における使用量(単位: ℓ )×密度(単位:g/cm3)×含有する硫黄分の成分 

割合(質量比)× 

(ﾛ)  固体の場合 

 燃原料の前年における使用量(単位:㎏)×含有する硫黄分の成分割合(質量比)× 

(ﾊ) 気体の場合 

燃原料の前年における使用量(単位:温度 O℃、圧力１気圧の状態に換算した容積（ｍ3）)

×含有する硫黄分の成分割合(容量比) 

（注 1）        ＝0.7 … 硫黄１㎏が燃えたときに生ずる SＯx を 0℃、１気圧(標準状態)

の状態に換算したときの容積(ｍ3)を表します。 

 

(注 2)脱硫によって、ＳＯｘが除去された場合 

(ｲ)、(ﾛ)又は(ﾊ)によって算出した量から、実際に除去された SＯx の量を控除します。 

 22.4 

  32 

 22.4

  32 

 22.4 

  32 

 22.4 

  32 
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《 メ モ 》 
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（燃原料より求める場合）

①賦課金番号 工場・事業場名 ②No．

0 3 3 0 9 0 1 2 0 2

0 5

0 5
該当する単位を〇で

⑤施設名 ２号ボイラー

4 4 0 5 8 8 0 9 4 4 2 2 8 8 4 5 4

③燃原料の種別
名　　　称 コード

C 重油

平成２５年度　汚染負荷量賦課金

年間排出量の算定の過程を示す書類（Ａ)

枚目

全枚数

（該当する数字を○で囲んでください。）

⑥脱硫の有無

④使用量の単位 ℓ kg m3N
1 無

囲んでください。

②

１月

⑦使用年月 ⑧使　　用　　量

24年

集 じ ん 等 脱 硫
4

1 3

⑪補正後の
脱硫効率 ⑫SOx　排　出　量

g/㎤ ％ ％ m3N

⑨密　度 ⑩含有硫黄分

２月 4 6 4 4 2 22 4 0 9 4 1 0 65 8 4 5 0 3

３月 4 8 0 7 4 6 2 21 8 0 9 3 1 0 53 8 5 1 5 5

４月 4 9 9 6 4 5 2 26 3 0 9 3 1 1 16 8 5 1 0 7

５月 5 0 0 8 4 4 2 14 1 0 9 9 1 0 17 8 5 8 3 3

６月 5 0 1 0 4 0 2 23 2 0 9 9 1 0 32 8 5 8 2 6

７月 4 8 0 3 4 1 2 30 5 0 9 2 1 0 10 8 6 1 0 0

８月 3 6 8 2 4 1 2 37 4 0 9 2 7 84 8 6 1 7 8

９月 4 7 8 1 4 0 2 32 5 0 9 8 1 0 44 8 5 7 6 8

10月 4 8 0 3 3 8 2 39 2 0 9 8 1 0 42 8 5 7 0 6

11月 4 9 9 4 3 5 2 35 7 0 9 2 1 0 74 8 5 9 7 0

12月 5 0 6 6 4 2 2 25 6 0 9

m3N

2 1 0 67 8 5 9

5

年　間　計

7 8

⑬年間使用量 ※ ※ ※

7 56 9 7 3 2 8 6

青空工業（株）　仙台工場

⑭年間SOｘ排出量

1 2 3

機　構　用

Ａ

6 21 0 2

排 煙 脱 硫
3

製 品 等 脱 硫

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

． ．．

（２）Ａ様式を用いる場合の算定方法 
 

① 使用枚数 

燃原料の種類（燃原料コード表参照）ごと、及び脱硫装置ごとに作成してください。例え

ば、Ａ重油とＢ重油を使用している場合は、それぞれ１枚、計２枚の用紙を用いることにな

ります。 

また、Ｃ重油を排煙脱硫装置のある施設と排煙脱硫装置のない施設で使用する場合は、そ

れぞれ１枚、計２枚の用紙を用いることになります。 

 

Ａ 様 式 記 載 例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分母側にこの様式の全使用枚数と分子側に何枚目

（通しナンバー）であるかを記入してください。 

この記載例の場合は、A 様式の全使用枚数が５枚

で、通しナンバーは２枚目となっています。 

密度は、小数点以

下３けたまでの数

値を記入してくださ

い。

含有硫黄分は、小

数点以下２けたま

での数値を記入し

てください。 

補正後の脱硫効

率は、小数点以

下３けた目を切り

捨て、２けたまで

の数値を記入して

ください。 

各月の排出量を

合計し、小数点以

下１けたまで記入

し て くだ さ い。 な

お 、 申 告書 の 硫

黄酸化物排出量

は、算定様式ごと

に算出された、こ

の年間 SOx 排出

量を最終的に合

計し、小数点以下

を切り捨ててくだ

さい。 

月別に SＯx 排出量を算定している場合

には、※印欄の記入は不要です。 

使用する燃原料の

該当する単位を○

で囲んでください。 

液体はℓ、kg、固体

は㎏、気体はｍ3N

又は㎏で表示し、kℓ
や t は用いないでく

ださい。 

同一燃原料を複数

の施設に使用し、そ

れらをまとめて記入

する場合は、それら

の施設名を記入し

てください。 
（ただし、脱硫装置

が設置されている

場合は、まとめて記

入できません。） 

少量の使用で月ご

とに把握できないも

のは年の合計使用

量とその密度、硫黄

分の平均値を記入

してください。なお、

脱 硫 の あ る 場 合

は、月ごとに記入し

てください。また、白

灯油、LPG 等で硫

黄分が 0.01％未満

の場合は、年間計

欄だけに使用量の

合計と代表的な密

度 及 び 硫 黄 分

（0.00％）を記入し、

SＯx 排出量の合計

欄は「0.0」と記入し

てください（記入例

は手引 13 ページ）。 

申告書にプリントさ

れている汚染負荷量

賦課金番号を記入し

てください。 

この様式は燃原料の使用量、密

度及び含有する硫黄分から求め

る最も標準的な場合に用い、燃

原料の種類ごとに、脱硫装置ごと

に使用し各月ごとに算出し集計し

てください。 

脱硫の有無につい

て、その該当の項

目の番号を○で囲

んでください。 

440,588×0.944×

2.28/100×

22.4/32×（1－

84.54/100）の計算

結果です。 

実際に使用している燃原料の名称を記

入し、その燃原料のコードを手引７ペー

ジの燃原料コード表から選び、記入して

ください。 
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② 燃原料の使用量 

平成 24年１月１日から平成 24年 12 月 31 日までの燃原料の使用量を、種類別に各月ごと

に集計してください。なお、使用量で１ℓ 、１㎏又は１ｍ3N未満の端数があるときは、これ

を切り捨ててください。 

 

③ 密度 

密度は、購入先の成績表等の数値を使用してください。ただし、自社測定値によらざるを

得ない場合には、その理由、測定方法、測定者及び測定データを明記したものを添付してく

ださい。 
 

(ア) 成績表の数値は、小数点以下４けた目を切り捨て、３けたまでとしてください。 

      (例) 密度がO.8368 →  O.836 (ｇ/cm3) 
 

(イ) 月内に密度の異なる燃原料を使用したときは、各々の成績表の数値を小数点以下３けた

（４けた以下は切り捨てます。）までとした数値で加重平均します。加重平均の数値は、

小数点以下４けた目をJIS Z 8401による方法又は四捨五入によって、小数点以下３けたま

でとしてください。（丸め方は、51ページを参照してください。） 

 

  (加重平均密度)＝     

 

     (例) Ａ重油を３種類使用した場合 

        Ａ重油  使用量  15,OOO (ℓ )  密度  O.8368 (ｇ/cm3) 

         〃    〃    8,OOO (ℓ )   〃  O.8534 (ｇ/cm3） 

         〃    〃    20,OOO (ℓ )    〃    O.8656 (ｇ/cm3) 

 

 

  (加重平均密度)＝ 

 

         ＝O.85265 → O.853 (ｇ/cm3) 

 

④ 硫黄分 

硫黄分は、購入先の成績表等の数値を使用してください。ただし、自社測定値によらざる

を得ない場合には、その理由、測定方法、測定者及び測定データを明記したものを添付して

ください。 

なお、固体又は液体の燃原料は質量％(％)で、気体の燃原料は容量％(％(vol))で示して

ください。 
 

(ア) 成績表の数値は、小数点以下３けた目を切り捨て、２けたまでとしてください。 

     （例） 硫黄分がO.924％のときは 

            0.924     O.92(％) 
 

(イ) 月内に硫黄分の異なる燃原料を使用したときは、各々の成績表の数値を小数点以下２け 

た（３けた以下は切り捨てます｡）までとした数値で加重平均します。加重平均の数値は、

小数点以下３けた目をJIS Z 8401による方法又は四捨五入によって、小数点以下２けたま

でとしてください。（丸め方は、51ページを参照してください。） 

 

  (使用量)1×(密度)1＋(使用量)2×(密度)2＋(使用量)3×(密度)3＋……

(使用量)1＋(使用量)2＋(使用量)3＋…… 

 (15,000×O.836)＋(8,OOO×O.853)＋(20,OOO×O.865) 

       15,OOO＋8,OOO＋20,OOO 
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  (加重平均硫黄分)＝ 

 

   (例) Ａ重油を３種類使用した場合 

   Ａ重油  使用量 15,OOO (ℓ )  密度 O.8368 (ｇ/cm3)  硫黄分 O.924 (％) 

    〃    〃   8,O00 (ℓ )  〃  O.8534 (ｇ/cm3)   〃  O.917 (％) 

    〃      〃   20,000 (ℓ )   〃  O.8656 (ｇ/cm3)   〃  0.941 (％) 

 

 

 (加重平均硫黄分)＝ 

 

          ＝O.9275 → 0.93（％) 

 

(ウ) 燃原料の硫黄分が、硫黄化合物の場合は、硫黄分に換算してください。 
 

 a. 分析値がSＯ3の場合 

硫黄分(％)   ＝SＯ3値(％)×    ＝SＯ3値(％)× 

 b. 分析値がH2Sの場合                ※ 

硫黄分(％) ＝H2S値(％)×    ×     

 ＝H2S値(％)×    ×  

 

硫黄分％(vol)＝H2S値(ｇ/ｍ3N)×    ×    ×   ×100 

    注※    は換算係数（係数は実測してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(使用量)1×(密度)1×(硫黄分)1＋(使用量)2×(密度)2×(硫黄分)2＋… 

(使用量)1×(密度)1＋(使用量)2×(密度)2＋…… 

(15,000×0.836×0.92)＋(8,000×0.853×0.91)＋(20,000×0.865×0.94) 

(15,000×0.836)＋(8,000×0.853)＋(20,000×0.865) 

32 

80 

S 
SＯ3

10

９

32

34

10

９

S 

H2S

1 

1000

22.4

34

10 

９ 
10 

９ 
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(エ) 次に掲げる廃棄物等を燃原料として使用又は焼却している場合で、硫黄分の分析データ

がないときは、標準的な硫黄分として下表の数値を用いてください。 

標準的硫黄分（燃焼性硫黄分） 

分 

類 

廃 棄 物 等 名 
燃焼性硫黄分

(％) 

平均的水分

(％) 

分 

類 

廃 棄 物 等 名
燃焼性硫黄分

(％) 

平均的水分

(％) 

紙 

く 

ず 

板 紙 

そ の 他 

0.10  

0.01 

８ 

７ 

動
・
植
物
性
残
渣 

バ ガ ス

生 皮

な め し 皮

羽 毛

0.01 

0.10 

1.00 

0.70 

50 

50 

20 

70 

繊 

維 

く 

ず 

植 物 繊 維 

合 成 繊 維 

絹 

毛 

0.02 

0.02 

0.07 

2.50 

６ 

－ 

７ 

10 

ゴ 

ム 

ゴ ム タ イ ヤ 

そ の 他 

1.50 

0.80 

－ 

－ 

樹
脂

合
成合 成 樹 脂 0.01 － 

排 

水 

処 
理 
汚 

泥 

活 性 汚 泥

（食品系） 

抄 紙 系 汚 泥

パルプ系汚泥

油 泥

0.10 

 

0.04 

0.20 

0.50 

90 

 

60 

70 

80 

廃 
 

油 

廃 油 

(密度0.880） 
0.50 － 

一
般
廃
棄
物 

都 市 ご み

し尿汚泥ケーキ

下水汚泥ケーキ

0.03 

0.04 

0.01 

60 

70 

80 
石
油
か
す 

オイルタール 

 (密度1.000)

オイルピッチ 

0.20 

 

 

 6.00 

 － 

 

 － 

木
・
わ
ら 

木 屑

わ ら

0.04 

0.04 

10 

10 

 

   ※廃棄物等の焼却時の水分が分析によって上表の平均的水分と異なる場合は、焼却量を補正

し、標準的硫黄分をそのまま乗じてSＯx排出量を求めてください。 

 

   ａ．補正後の焼却量 

 

     補正後の焼却量(kg) ＝ 焼却量(kg) ×  

 

         Ｗ ＝焼却時水分(％) 

         Ｗｏ＝上表に記載した平均的水分（％） 

 

   ｂ．SＯx排出量 

 

     SＯx量(ｍ3N) ＝ 補正後の焼却量(kg) ×    × 

 

         So＝上表に記載した標準的硫黄分（％） 

 

⑤ 補正後の脱硫効率  
 

(ア) 脱硫効率とは、排煙脱硫装置、集じん装置等による脱硫及び製品等への吸収・残留によ

る脱硫が行われるときの効率をいいます。 
 

(イ) 補正後の脱硫効率とは、脱硫効率を排煙脱硫装置、集じん装置等の稼働率、通気排出ガ   

100－Ｗ 

100－Ｗｏ 

So 

100 

22.4 

32 
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（燃原料より求める場合）

①賦課金番号 工場・事業場名 ②No．

0 3 3 0 9 0 1 2 0 3

0 5

1 3
該当する単位を〇で

⑤施設名 浴場ボイラー

24年

⑥脱硫の有無

機　構　用

Ａ

0 0

青空工業（株）　仙台工場

⑭年間SOｘ排出量

09 5 0 00 0 0 71 0 0

年　間　計
⑬年間使用量 ※ ※ ※

m
3
N

12月

２月

⑪補正後の
脱硫効率 ⑫SOx　排　出　量

g/㎤ ％ ％ m3N

⑨密　度 ⑩含有硫黄分

１月

⑦使用年月 ⑧使　　用　　量

排 煙 脱 硫
3 集 じ ん 等 脱 硫
4 製 品 等 脱 硫

（該当する数字を○で囲んでください。）

無
④使用量の単位 ℓ kg m3N

①
囲んでください。

2

③燃原料の種別
名　　　称 コード

灯油

平成２５年度　汚染負荷量賦課金

年間排出量の算定の過程を示す書類（Ａ)

枚目

全枚数

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

． ．．

ス量の割合等を乗じて補正した効率をいいます。 

補正後の脱硫効率の算定には、34～44 ページを参照し、Ｅ様式で算出してください。そ

の算出値は、％表示で小数点以下３けた目を切り捨て、２けたまでとしてください。 

 

（３）Ｂ、Ｃ及びＤ様式を用いる場合の算定方法 

Ｂ、Ｃ及びＤ様式を用いてSＯxの年間排出量を算出する場合は、算定方法が異なりますので、

Ｂ、Ｃ及びＤ様式それぞれの裏面･排出ガスの測定に関する項及び記載例（21～33 ページ、34

～49 ページ）を参照のうえ、作成してください。 

 

（４）具体的な計算 

  SＯxの月間排出量及び年間排出量を求める際は、次の点に注意してください。 
 

① 月間排出量は、小数点以下２けた目を切り捨て、１けたまでとしてください。 

② 燃原料の種類ごとの年間排出量は、月間排出量を積算し、小数点以下１けたまでとしてくだ 

さい。 

③ 年間のSＯx総排出量は、すべての様式（Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤ様式）で算定した年間排出量を合計

してください。なお、この年間のSＯx総排出量に、１ｍ3
N 未満の端数があるときは、これ

を切り捨ててください。 
 

次ページに、最も標準的な方法であるＡ様式を用いた場合の計算例を記載しますので、参考

にしてください。 

 

（５）燃原料の硫黄分が「0.01％未満」の場合の記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間に使用した燃原料の

総計を記入してください。 
液体の場合、代表的な密

度を記入してください。 
S 分は「0.00」と記入

してください。 

ＳＯx 排出量は「0.0」

と記入してください。 
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22.4

32 

84.54

100

22.4

32 

2.28

100 

0.35 

100 

22.4

32 

SＯx排出量の算定 
 

 SＯx排出量の算定に当たっては、次に示す計算例及び様式裏面の記入上の注意等を参照して

ください。 
 

〔例１〕液体燃料使用の場合 

     燃料がＡ重油で、月間使用量292,280ℓ  、密度O.845ｇ/cm3、硫黄分O.86％の場合 

 

〔算定式〕 SＯx排出量(ｍ3N/月)  

＝使用量(ℓ )×密度(ｇ/cm3)×        × 

 

＝292,280×0.845×    ×     ＝ 1,486.79 ｍ3N/月 

 

〔例２〕液体燃料使用で脱硫のある場合 

    燃料がＣ重油で、月間使用量 440,588ℓ  、加重平均密度 O.944ｇ/cm3、加重平均硫黄分

2.28％、補正後の脱硫効率 84.54％の場合 

 

〔算定式〕 SＯx排出量(ｍ3N/月) 
 

＝脱硫しないときのSＯx排出量×  １－  

 

 

               ＝440,588×0.944×       ×      ×(1－    )＝1,026.23 ｍ3N/月 

 

〔例３〕固体燃料使用の場合 

燃料が石炭で、月間使用量322,751㎏、硫黄分O.35％の場合 

 

 〔算定式〕SＯx排出量(ｍ3N/月) 

 

＝使用量(㎏)×        ×      

 

＝322,751×     ×     ＝790.73 ｍ3N/月 

 

〔例４〕年間のSＯx総排出量の計算 

前年における燃原料の種類ごとの年間のSＯx排出量が次の場合 

Ａ重油：12,068.9 ｍ3N/年、Ｃ重油：12,328.6 ｍ3N/年、石炭：6,781.1 ｍ3N/年 

年間のSＯx総排出量は、次のとおり31,178.6 ｍ3N/年になりますが、申告書に記載する

場合は、小数点以下を切り捨て、31,178 ｍ3N/年としてください。 

燃 料 種 別 年間SＯx排出量 

Ａ  重  油 12,068.9 ｍ3N/年

Ｃ  重  油 12,328.6 ｍ3N/年 

石     炭  6,781.1 ｍ3N/年 

合     計 31,178.6 ｍ3N/年 

補正後の脱硫効率(％) 

100 

申告書⑤(ｲ)硫黄酸化物排出量の下欄 

（前年の排出量）に記入 

22.4 

32 

0.86

100 

硫黄分(％) 

100 

硫黄分(％) 

100 

22.4 

32 
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５．申告と納付の方法（法第 55条第 1項、第 56 条、施行規程第 5条） 
 
   汚染負荷量賦課金は、国の税金と同様、納付義務者が自主的に申告・納付することになってい

ます。従って、納付義務者は、汚染負荷量賦課金の額を計算し、工場・事業場ごとに申告書を作成

のうえ、年度の初日から 45日以内に申告し、汚染負荷量賦課金を納付しなければなりません。 

平成 25年度の汚染負荷量賦課金については、平成 25年 5月 15 日（水）までに、申告・納付し

てください。 

 

（１）申告書の提出先 

申告書の下部余白にプリントしてある商工会議所へ提出してください。(商工会議所名は、55

ページに記載してあります。) 
 

（２）汚染負荷量賦課金の納付 

汚染負荷量賦課金は、所定の納付書によって金融機関の本店・支店又は機構の窓口で納付し

てください。 

なお、所定の納付書を用いて取扱金融機関で納付する場合の手数料は、不要です。 

法律によって、10万円以上を現金で金融機関の窓口で納付する場合、会社及び担当者の本人

確認が必要になります。 
 

（３）延納（４期に分けて納付）について 

汚染負荷量賦課金額が30万円以上である納付義務者は、延納することができます。延納する

場合の納付期限は、以下のとおりです。 
 
第１期 平成25年５月15日（水） 全期・第１期分の納付書は、申告書と一緒に送付しています。 

第２期 平成25年８月15日（木）   

第３期 平成25年11月15日（金）     

第４期 平成26年２月17日（月）     

 

 

 

各都市銀行 

みずほ銀行、みずほコーポレート銀行、三井住友銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、りそな銀行 

埼玉りそな銀行 

各地方銀行 

青森銀行、秋田銀行、足利銀行、阿波銀行、池田泉州銀行、伊予銀行、岩手銀行、大分銀行、 

大垣共立銀行、沖縄銀行、鹿児島銀行、北九州銀行、紀陽銀行、京都銀行、近畿大阪銀行、群馬銀行、 

佐賀銀行、山陰合同銀行、滋賀銀行、四国銀行、静岡銀行、七十七銀行、清水銀行、十八銀行、 

十六銀行、荘内銀行、常陽銀行、親和銀行、スルガ銀行、第四銀行、但馬銀行、筑邦銀行、千葉銀行、 

千葉興業銀行、中国銀行、筑波銀行、東京都民銀行、東邦銀行、東北銀行、鳥取銀行、富山銀行、 

南都銀行、西日本シティ銀行、八十二銀行、肥後銀行、百五銀行、百十四銀行、広島銀行、福井銀行、 

福岡銀行、北越銀行、北都銀行、北陸銀行、北海道銀行、北國銀行、三重銀行、みちのく銀行、宮崎銀行、 

武蔵野銀行、山形銀行、山口銀行、山梨中央銀行、横浜銀行、琉球銀行 

商工組合中央金庫 

北洋銀行 

第２期分以降については、機構から各納付期限の 
約１か月前に各工場・事業場へ送付します。 

取 扱 金 融 機 関 
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納 付 書 記 載 例 

納付書は３枚１組となっています。赤太線で囲んだ欄を記入し３枚とも取扱金融機関へ提出して

ください。 

住所・氏名等については機構でプリントしていますが、誤りがありましたら訂正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所 983-0001
（領収年月日、領収者名

1 及び領収印）又は（領

収者名の表示のある領

収日付印）

氏名

独立行政法人環境再生保全機構又は下記の 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円

取扱金融機関の本支店 \ 9 8 0 9 0 0
各都市銀行　各地方銀行

商工組合中央金庫 北洋銀行 なお、裏面取扱金融機関の本支店で納付する

　場合は、手数料は不要です。

（取扱店→納付義務者）

収入印紙

取扱金融機関

が　貼　付

収 納 機 関

全　期　・　第 １ 期

03 9

C・D

する　　・　　しない

汚染負荷量賦課金　納付書・領収証書

殿

納付義務者番号
下記の納付額を

領収しました。

平 成 ２ ５ 年 ５ 月 １ ５ 日

収 納

区 分

納 付 区 分

（  「 す る 」 の 場 合 に は ３ 枚 目 裏 面 に

必 ず そ の 事 業 所 名 等 を ご 記 入 く だ さ い  ）

納　付　額

複 数 事 業 所 分

をまとめて 納付

宮 城 県 仙 台 市宮 城 野 区 港 １-２-３

青 空 工 業　株 式 会 社

受　取　人

納 付 目 的

1

納 付 期 限

仙 台 工 場

2

平 成 25 年 度 汚 染 負 荷 量 賦 課 金

0

独 立 行 政 法 人 環 境 再 生 保 全 機 構

0 0    13

独立行政法人環境再生保全機構

納

付

場

所

工場 ･事 業

場 番 号

● 複数事業所分をまとめて納付「する」に○をつけた場合には、 

① 納付書の３枚目裏面に各工場・事業場の納付額の明細を必ず下記のようにご記入ください。 

② 申告書は、まとめて納付した場合でも、工場・事業場ごとに管轄の商工会議所（55ページ参照） 

へ提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この額は、納付書表面の納付額と

同じになります。 

1 枚で書ききれない場合

は、それぞれの内訳表に

通しナンバーを記入し

てください。 

納付書裏面記載例 

 複数事業所分をまとめて納付する場合の納付内訳

収納

機関

7 81　東 海 工 場 名古屋

　関 東 工 場  深谷 区 市 郡

7 8

3 1 8合　計
*

区 市 郡

区 市 郡

区 市 郡

8 4 7 8

0 7 3 0 5 0 3 4

工場名又は事業場名

0 7 3 0 5 0 2 3

5 0 1

C･D

0 7 3 0

1 1 0

（No.　　　１ ）

0

区 市 郡

1 1 0

1 1 0

1 0

1 1 0

収 納

区 分
納付義務者番号 納　　付　　額　　（円）

区 市 郡 0 0

所　　在　　地

95 5
　本　社 工 場  日野5

0

0 0

0 0

0

0 0

0 0

0 0

0 0

056\

1 0

区 市 郡

1 1 0

1 1 0

1

区 市 郡

区 市 郡

1 1 0

0 0

0

1

注＊　合計は、表面の納付額と必ず一致させてください。
備考１　１枚に書ききれない場合には、この用紙をコピーするか、別途、上記様式

　　　　に準じた内訳書を作成して、残りの事業所分を記載し、添付してください。
　　２　必ず「下敷」を利用し記入してください.

工 場 ･ 事

業
場 番 号

● ￥マークは忘れずに記入してください。
● 延納しない

．．．
場合は、「全期」を○で囲んでださい。

 

● 延納する
．．

場合は、「第 1期」と記入してください。

申告書（イ）｢全期 

又は第１期｣の金額

と同額であることを

確認してください。
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６．申告書に添付すべき書類（法第55条第２項、施行規程第６条） 
 

汚染負荷量賦課金申告書の提出に当たっては、平成24年１月１日から平成24年12月31日までの 

SＯxの排出量を証する次の(1)から(5)までの書類等を添付していただくことになっています。 

また、申告書の審査において、必要がある場合には、機構から文書又は電話で同書類作成の基

礎となった原始帳票等の提出を求めることがあります。 
 

（１）SＯxの年間排出量の算定の過程を示す書類 

所定の様式（Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤ様式）によって作成してください。 

なお、納付義務者が電算機等で独自に様式を作成する場合は、各様式の１枚目（機構用）及

び２枚目（機構用写）を機構所定の様式と同一のものとしてください。 
 

（２）燃原料の使用量、密度及び硫黄分を明らかにする書類 
 
① 購入先の成績表等による場合 

月内に密度及び硫黄分の異なる燃原料を使用し加重平均を要する場合は、作成例（18ぺー

ジ）を参照して「燃原料の使用量、密度及び硫黄分を明らかにする一覧表」を作成し添付し

てください。（一覧表は、機構ホームページから入手することも可能です。） 

  なお、加重平均を要さない場合は、前記一覧表の添付は必要ありません。 
 
② 自社測定値による場合 

密度及び硫黄分の数値が、自社測定値によらざるを得ない場合は、その理由、測定方法、

測定者及び測定データを明記したものを添付してください。 

また、月内に密度及び硫黄分の異なる自社測定値の燃原料を使用し加重平均を要する場合

は、前記一覧表を作成し、添付してください。 
 

（３）脱硫によって除去されるSＯxがある場合は、「補正後の脱硫効率の算定の過程を示す書類（Ｅ  

様式）」（34～44ページ参照）を添付してください。 
 

（４）排出ガス測定によってSＯxの排出量を求める場合は、「排出ガス測定の結果を示す書類（ｂ 

様式）」（34～35、45～49ページ参照）を添付してください。 
 

（５）Ｅ様式及びｂ様式によることができない場合は、それらの算定過程及び測定結果を明らかに

する書類を添付してください。なお、汚染負荷量賦課金を納付したことを示す書類は、添付の

必要がありません。 
  

〔備考〕               使用様式ごとの添付書類早見表 

Ｅ 様 式 
使   用 

様   式 

使用量、密度及び硫

黄分の一覧表 脱 硫
あ り 

脱 硫
な し

ｂ 様 式 そ   の   他 

Ａ 様 式 
※1 

 △ 〇 × × 
密度、硫黄分が自社測定値の場合は、理由、測

定データ等を明記した書類 

Ｂ 様 式  × × × ○  

Ｃ 様 式 
※2 

 △ 

※4 

〇 
× × 

密度、硫黄分が自社測定値の場合は、理由、測

定データ等を明記した書類 

ａ欄 〇 × ×  
Ｄ様式 

ｂ欄 

※3 

 △ × × ○  

注※1 月内に密度及び硫黄分の異なる燃原料を使用し、加重平均を要する場合に一覧表の添付が必要です。 

 ※2 ※1の場合に加え、月内に硫黄分の異なる製品又は中間製品等が産出した場合に一覧表の添付が必要です。 

※3 Ｄ様式を使用した場合は、助燃剤について加重平均を要する場合に一覧表の添付が必要です。 

※4 製品脱硫だけの場合不要です。 
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燃原料の使用量、密度及び硫黄分を明らかにする一覧表 
 

〔例〕 加重平均によって密度及び硫黄分の数値を求める場合（燃原料：Ｃ重油） 

加 重 平 均 値 
月 メーカー 

使 用 量 

(又は購入量)

Ａ(ℓ ) 

密 度 

Ｂ 

(g/㎤) 

硫黄分

Ｃ(％)
Ａ×Ｂ Ａ×Ｂ×Ｃ 

密度(g/㎤) 硫黄分(％)

Ａ  社 

(前月繰越) 
  79,628 O.943 2.29  75,089.204 171,954.27716

Ｂ  社  110,000 O.942 2.26 103,620 234,181.2 

Ｃ  社  130,OOO O.946 2.31 122,980 284,083.8 

Ｄ  社  120,960 O.944 2.27 114,186.24 259,202.7648

1 

合  計 
  ΣＡ 

※1 
 440,588 

  
Σ(Ａ×Ｂ) 

415,875.444

Σ(Ａ×Ｂ×Ｃ)

949,422.04196

 O.94391 

 

 

    ※2 

  0.944 

 

Σ(Ａ×Ｂ) 

  ΣＡ 

 2.28294 

 

 

    ※3

  2.28 

 

Σ(Ａ×Ｂ×Ｃ)

Σ(Ａ×Ｂ) 

2 Ｄ  社

(前月繰越) 
  29,040 O.944 2.27     

 
 
 

 
注※1の数値は、Ａ様式の「⑧使用量」の「１月」欄に記入してください。 
 ※2の数値は、Ａ様式の「⑨密度」の「１月」欄に記入してください。 
 ※3の数値は、Ａ様式の「⑩含有硫黄分」の「１月」欄に記入してください。 
     この例は、先入先出の考え方によって作成したものです。 

 

７．申告等に関連する諸届出 
 

届出書は、「代理人選任・解任届出書」と「名称等変更届出書」の２種類があります（65～68

ページ参照）。該当する事項に変更等が生じたときは、届出書１部を速やかに機構又は商工会議

所に提出してください。なお、届出書の書式を本手引の巻末につけてありますので、コピーし

てお使いください。 

また、これらの届出書は賦課金ホームページ（汚染負荷量賦課金申告のご案内）にも掲載し

ておりますので、必要な届出書をダウンロードし、記入事項を入力のうえ、プリントアウトす

ることもできます。 

 

８．申告後に誤りを訂正する場合 
 

（１）汚染負荷量賦課金額等の訂正 

新たに申告書を作成し、正当額の上段に誤った額及びSＯx排出量を（ ）書きし、申告書の右

肩に「修正分」と朱書きしたうえ、速やかに機構又は商工会議所へ提出してください。 

なお、この場合には、機構へ事前にご連絡ください。 

修正分の申告書及び納付書を作成するときは、記載例（52～53ページ）を参照してください。 
 

（２）その他の訂正等 

上記（１）以外の訂正又は申告額を誤って納付した場合は、機構又は商工会議所へご連絡く

ださい。 
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９．強制徴収・罰則・書類の保存義務等 
 

汚染負荷量賦課金の申告・納付に当たっては、法律に以下のことが定められておりますので、

十分ご注意ください。 
 

（１）所定の期限までに申告書の提出がなかった場合及び申告した汚染負荷量賦課金の額に不足額

があるが修正申告しなかった場合は、機構が汚染負荷量賦課金の額を決定し、ばい煙発生施設

等設置者に通知することになっています。（法第55条第３項） 
 

（２）汚染負荷量賦課金を納付期限までにその全額を納めなかった場合は、国税滞納処分の例によ

って強制徴収（差押等）されます。（法第57条） 
 

（３）機構は、汚染負荷量賦課金の徴収に関し必要があると認めるときは、ばい煙発生施設等設置

者に対し、文書その他の物件の提出を求めることがあります。(法第60条の2) 
 

（４）機構から文書その他の物件の提出を求められ、これに従わなかった場合や、虚偽の記載をし

た資料を提出した場合は20万円以下の罰金を科せられることがあります。（法第146条） 
 

（５）汚染負荷量賦課金に関する書類は、その完結の日から５年間保存しておいてください。（施行規程

第19条） 
 

（６）法の施行のため必要がある場合は、環境大臣がばい煙発生施設等設置者に対し報告を求めた

り、担当官が立入検査を行うことがあります。（法第141条） 

 

１０．その他 
 

（１）申告・納付等について、不明な点がありましたら、補償業務部にお問い合わせください｡ 

 

補  償  業  務  部 大  阪  支  部 

〒212-8554 

神奈川県川崎市幸区大宮町1310 ﾐｭｰｻﾞ川崎ｾﾝﾄﾗﾙﾀﾜｰ8F 

ＴＥＬ(ダイヤルイン) 

  ①申告手続等に関する一般事項の照会 

  業務課 ０４４－５２０－９５４４  

 ②申告等賦課金算定に関する事項の照会  

調査管理課 ０４４－５２０－９５４７  

③汚染負荷量賦課金の納付に関する事項の照会   

  業務課     ０４４－５２０－９５５３  

ＦＡＸ ０４４－５２０－２１３３ 

Ｅメール h-gyoumu@erca.go.jp 

〒530-0002 

大阪府大阪市北区曽根崎新地1-1-49 梅田滋賀ビル4F 

ＴＥＬ ０６－６３４２－０７８０ 

ＦＡＸ ０６－６３４２－０２６０ 

Ｅメール osaka@erca.go.jp 
（平成25年6月28日(金)廃止予定） 

 

ＵＲＬ ① 汚染負荷量賦課金申告に関する情報  http://www.erca.go.jp/fukakin/   

      ② 機構業務案内等に関する情報        http://www.erca.go.jp/ 

    

（２）提出された書類に不備がある場合、その他必要がある場合は、機構及び商工会議所から文書

又は電話で書類の提出を求めることがあります。 
 

（３）申告・納付及び適正・公平な徴収のため、機構職員及び商工会議所が工場・事業場等にお伺

いすることがあります。 
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（４）オンラインによる申告・届出の手続き 
 

インターネットを利用したオンラインにより、申告（以下「オンライン申告」という。）及

び「名称等変更届出」を行うことができますので活用してください。 

なお、オンライン申告及び名称等変更届出を行うためには、事前に「電子申告等届出書（兼

代理人選任･解任届出書）」を機構に郵送していただくことになりますので、ご注意ください。

また、申告等の手続きの詳細は、別冊「オンライン申告・ＦＤ申告マニュアル」で紹介してお

りますので、ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 メ モ 》 
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①賦課金番号 工場・事業場名 ②No．

0 0 2 3 3 0 1 0 0 1

0 5

③施設名

単

位

ℓ g/㎤ ％
㎏
m3N
L
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m3N
ℓ
㎏
m3N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m3N
ℓ
㎏
m3N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m3N
ℓ
㎏
m3N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m3N
ℓ
㎏
m3N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N
ℓ
㎏
m
3
N

ℓ
㎏
m3N
ℓ
㎏
m
3
N

6

5 4 7

１号　黒液回収ボイラー

7

黒液

黒液

黒液

黒液

黒液

0 7 4 4

2

02

2 0 7 6 1 5 6

6

0 5

7 5

2 0 1

0 1 6

1 5 69 1 5 8

機　構　用

平成２５年度 汚染負荷量賦課金

年間排出量の算定の過程を示す書類（Ｂ)

枚目
Ｂ

全枚数

④脱硫の有無

（株）白神製紙　秋田工場

無

2 排 煙 脱 硫

③ 集 じ ん 等 脱 硫

1

④ 製 品 等 脱 硫

⑤年月 ⑥
燃 原 料 の

⑦　 使　 用 　量 ⑧密　度 ⑨含有硫黄分 ⑩補正排出ガス量 ⑪ ⑬ SOx排出量
種 別 濃 度 時 間

補 正 SOx
⑫

稼 働

24年 名　称 コード m
3
N/h

0 5 9 8 6 1

ppm h m
3
N

2 2 8 8 5 6

1月 6 8 4 8 0 1 5 9 16 7 2 0 6

2 2 8 2 2

7 6

2月 1 67 77 26 6 9 8 9 3

2 2 9 7 0 1 5 6

3月

0 9

6 4 9 0 0 4 1

2 2 1 0 1 4

4月 08 8 9 68 9 0 1 9 0

2 2 9 8 7 1 5 6

5月

3 9 6 6

8

2 2 9

4 4

1

5 19 47 8 4 2 0 1

6月

4黒液 1 2 46 9

7 8

5 6

1 7 0 1 7 3 7 2 0 9 7 3 6 8

8 3 02 2黒液 5 6

7月

5 4 1 16

7 5 5 8 0 5

9 2 4 5 6

1 5 8 5

2黒液

6 2 2 12 1

12

8月

8 4 92

7 7 5 0 0 1 0 5

0 1 1 5 68

4 7

2 2黒液

5 42 2 3 2

9月

9 4 01 0

7 9 9 1 0 1 5 9

2 2黒液

6 8

1 2 1 5

6 67 2 0 9

6

10月

4 5 1 81 0

7 8 4 5 0 1 0 1

2 2黒液

5 3

2 7 1 5

9 37 4 4 8

6

11月

3 6 5 11 0

8 1 9 4 0 1 0 6 4

2 2

7 3

1 5 65

0 27 2 0 1

12月

9 4 7黒液 8 3 4

7 2 6 6 0 1 4 7 76 7 9 7

9 8

5 9

⑮年間SOx排出量

6 5 7

5

8年間計 2 1 0 4黒液

（「事業者用」裏面の注意をよく読んで記入してください。）

（該当する数字を○で囲んでください。）

0 0 4 7

m
3
N

2 9 6

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

⑭年間使用量

．

．

．

参考 

１ Ｂ様式、Ｃ様式及びＤ様式の記載例 

  (1) Ｂ様式を用いる場合の算定方法 

 

Ｂ 様 式 記 載 例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申告書にプリント

されている汚染

負荷量賦課金番

号を記入してくだ

さい。 

分母側にこの様

式の全使用枚数

と分子側に何枚

目 （ 通 し ナ ン バ

ー）であるかを記

入してください。

この記載例の場

合は、Ｂ様式の

全使用枚数が５

枚で、通しナンバ

ーは１枚目となっ

ています。

脱硫の有無につ

いてその該当の

項目の番号を○

で 囲 ん で く だ さ

い。 

ｂ様式で算定した

補正排出ガス量を

記入してください。

ｂ様式で算定した

補正 SＯx 濃度を

記入してください。

１か月間に稼動し

た時間数を記入し

てください。 

各月の排出量は、

小数点以下２けた

目を切り捨て、１け

たまでを記入して

ください。 

各月の排出量を

合計し、小数点以

下１けたまでを記

入してください。な

お 、 申 告書 の 硫

黄酸化物排出量

は、算定様式ごと

に算出された、こ

の年間 SOx 排出

量を最終的に合

計し、小数点以下

を切り捨ててくだ

さい。 
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〔記入上の注意〕 

◎ このＢ様式は、燃原料の使用量及び含有する硫黄分等を正確に把握することが困難なため、

排出ガス測定によって SＯx 排出量を算定する場合に用いてください。ただし、このＢ様式に 

よって算定するときは、排出ガス量、Ｏ2濃度、SＯx 濃度等の実測値が２か月に１回（年６回）

以上の測定によって明らかになっていることが必要です。 

なお、使用した燃原料の使用量、密度、含有硫黄分等の欄についても、各月ごとに記入して

ください。 

◎ このＢ様式を用いた場合の測定値を明らかにする書類として「排出ガス測定の結果を示す書

類(ｂ)」様式を作成し、添付してください。 

① 汚染負荷量賦課金番号、工場・事業場名 

申告書にプリントされている汚染負荷量賦課金番号及び工場・事業場（会社名等も併せて）

の名称を記入してください。 

② No． 

この様式を複数部使用する場合は、それぞれに通しナンバーを付してください。 

例：Ｂ様式２部のとき        

③ 施設名 

排出ガス測定の対象となる全ての施設名を記入してください。 

④ 脱硫の有無 

③欄に記入した施設に、脱硫装置が「無」、又は「排煙脱硫」、「集じん等脱硫」若しくは

「製品等脱硫」のいずれか該当する項目の番号を○で囲んでください。 

備考１．ダスト等に残留する硫黄分によって脱硫効果がある場合は、「集じん等脱硫」とな

ります。 

  ２．「製品等脱硫」には、中間製品が含まれます。 

⑤ 年月 

平成 24年１月１日から平成 24年 12 月 31 日までの SＯx 量は、月別に算定してください。 

⑥ 燃原料の種別 

実際に使用している燃原料の名称を記入してください。また、コード欄には、「燃原料コー

ド表」（７ページ参照）のなかから該当するコード番号を選んで記入してください。 

なお、３種類以上の燃原料を使用する施設については、年間を通して SＯx を排出する主た

る燃原料を２種類選んで各月ごとに記入してください。 

 

B
0 1

0 2
B

0 2

0 2  
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⑦ 使用量 

⑥欄の燃原料の使用量を月別に記入してください。単位は、ℓ 、kg、又はｍ3N のいずれか

を○で囲ってください。 

⑧ 密度及び⑨ 含有硫黄分 

成績表等の数値によることとします。 

成績表等の数値は、密度については小数点以下４けた目を切り捨て、３けたまでとしてくだ

さい。含有硫黄分については、小数点以下３けた目を切り捨て、２けたまでとしてください。 

月内に成分割合の異なる燃料を使用したときは、上記の数値で加重平均し、密度については、

小数点以下４けた目を JIS Z 8401 による方法又は四捨五入によって、小数点以下３けたとし

てください。含有硫黄分については、小数点以下３けた目を JIS Z 8401 による方法又は四捨

五入によって、小数点以下２けたとしてください（密度及び硫黄分の加重平均の算出方法と計

算例及び丸め方については 10～11 ページ、51ページ参照）。 

なお、含有硫黄分の単位は、液体( ℓ )及び固体(kg)は質量％(％)、気体(ｍ3N)は容量％(％

(vo1))です。 

⑩ 補正排出ガス量 

「排出ガス測定の結果を示す書類(ｂ)」(ｂ様式)中の４．⑮の数値を記入してください。 

ｂ様式については、45～49 ページを参照してください。 

⑪ 補正 SＯx 濃度 

同上ｂ様式中の４．⑧の数値を記入してください。 

⑫ 稼働時間 

当該施設が１か月間に稼働していた時間（１時間未満は切捨て）を記入してください。 

⑬ SＯx 排出量 

次の算式によって算出し、小数点以下１けたまで記入、２けた以下は切り捨ててください。 

SＯx排出量(ｍ3N)＝補正排出ガス量(ｍ3N/ｈ)×補正SＯx濃度(ppm)×10-6×稼働時間(ｈ) 

⑭ 年間使用量 

１月～12月の月別使用量の合計値を記入してください。 

⑮ 年間SＯx排出量 

月別に算出したSＯx排出量の合計値を記入してください。 
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〔記入上の注意〕 

◎ この様式は、燃原料の含有する硫黄分が、製品や中間製品等に吸収・残留する場合で、装入

する硫黄量(1)と吸収・残留する硫黄量(2)から求める方法（Ｓバランスによる計算）の場合に

用いてください。 

なお、この様式は、原則として施設単位で作成してください。 

① 汚染負荷量賦課金番号、工場・事業場名 

申告書にプリントされている汚染負荷量賦課金番号及び工場・事業場（会社名等も併せて）

の名称を記入してください。 

② 施設名 

この様式で算定の対象となった施設の名称を記入してください。 

 

③ No． 

この様式の通しナンバーは、次のように記入してください。 

④ 脱硫の種類 

製品等脱硫の他に排煙脱硫又は集じん等脱硫のある施設の場合は、該当する番号を○で囲ん

でください。ただし、製品等脱硫だけの場合は、この欄は、記入する必要はありません。 

⑤ 年月 

SＯx 排出量の算定は、必ず月別に小計欄を設け、月別の硫黄量(1)及び硫黄量(2)を求め、  

この値から月別の SＯx 排出量を算定してください。 

なお、月の途中で次の様式にまたがって記入しても差し支えありません｡ 

〔硫黄量(1)の算定〕 

⑥ 燃原料の種別 

名称欄には、実際に使用した燃原料の具体的な名称を記入してください（例：セメント原料

の場合は、石灰石、粘土、鉱さい等）。 

また、コード欄には、「燃原料コード表」（７ページ参照）から該当する番号を記入してく

ださい（例：前記のセメント原料は、窯業・土石原料として取扱い、コードは全て 84 となり

ます）。 

⑦ 装入量 

⑥欄に記入した燃原料のそれぞれの装入量（使用量）を月別に整理して記入してください。 

単位は、ℓ 、kg又はｍ3N のいずれか一つを○で囲んでください。 

 

 

C
0 1

0 4
1

施設の通しナンバー 施設単位の通しナンバー

施設単位の合計枚数
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⑧ 密度及び⑨ 含有硫黄分 

原材料の含有硫黄分については、月内の分析値が一つの場合は、小数点以下４けた目を切り

捨て、３けたまでとします。月内の分析値が複数ある場合は、各々小数点以下３けたまで（４

けた目以下切捨て）の値の加重平均値とし、小数点以下４けた目を JIS Z 8401 による方法又

は四捨五入によって、小数点以下３けたとしてください。硫黄化合物の分析値については、硫

黄分(％)に表示できるよう換算してください。 

 [例] a．分析値が SＯ3の場合…硫黄分(％) ＝SＯ3値(％) ×    

  

 ＝SＯ3値(％) × 

  

b．分析値が H2S の場合…硫黄分(％) ＝H2S 値(％) ×   × 

  

 ＝H2S 値(％) ×   × 

 

注※    は換算係数（係数は実測してください。） 

 

燃料については、成績表等の数値によることにします。 

成績表等の数値は、密度については小数点以下４けた目を切り捨て、３けたまでとします。

含有硫黄分については、％表示で小数点以下３けた目を切り捨て、２けたまでとしてください。 

月内に成分割合の異なる燃料を使用したときは、上記の数値で加重平均し、密度については

小数点以下４けた目を JIS Z 8401 による方法又は四捨五入によって、小数点以下３けたとして

ください。含有硫黄分については、小数点以下３けた目を JIS Z 8401 による方法又は四捨五入

によって小数点以下２けたとしてください（密度及び硫黄分の加重平均の算出方法と計算例及

び丸め方については、10～11 ページ、51ページ参照）。 

⑩ 硫黄量(1)(kg) 

次の式によって算出してください。 

a． 固体燃原料の場合  

硫黄量(1)(kg) ＝装入量(kg)× 

b． 液体燃原料の場合  

硫黄量(1)(kg) ＝装入量( ℓ )×密度(ｇ/cm3)× 

c． 気体燃原料の場合 

硫黄量(1)(kg) ＝装入量(ｍ3N)×           × 

32 
80 

32 
34 

10 
9 

10 
9 

S 

SO 3

10※ 

9  

S 
H2S

含有硫黄分(％) 

100 

含有硫黄分(％(vol)) 

100 

32 

22.4 

含有硫黄分(％) 

100 
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補正後の脱硫効率(％) 

100 

〔硫黄量(2)の算定〕 

⑪ 製品等の種別 

燃原料の含有する硫黄分が吸収・残留する製品又は中間製品等（例：鋳鉄、セメントクリン

カー、ガラス、スラグ等）の名称を具体的に記入してください。 

⑫ 産出量 

製品等のそれぞれの産出量を月別に整理して記入してください（単位：kg）。 

なお、産出量の把握は、装入量の把握方法とバランスのとれた方法で行ってください。 

⑬ 含有硫黄分 

⑨欄と同様に記入してください。 

⑭ 硫黄量(2)(kg) 

次の式によって算出してください。 

硫黄量(2)(kg)＝産出量(kg)× 

⑮ 補正後の脱硫効率 

排煙脱硫又は集じん等脱硫のある場合（④欄の１又は２を○で囲んだ場合）は、「補正後の

脱硫効率の算定の過程を示す書類(Ｅ)」(Ｅ様式)を作成し、Ｅ様式中の２．(4)⑦の数値を記

入してください。 

なお、この欄には、製品等脱硫効率(        ×100)を記入する必要はありません。 

〔SＯx 排出量の算定〕 

⑯ SＯx 排出量 

月別に求めた「硫黄量(1)」及び「硫黄量(2)」の値から次の式によって算出し、小計欄に小

数点以下１けたまで記入してください(２けた以下は切捨て)。 

イ．製品等脱硫の場合 

SＯx 排出量(ｍ3N)＝〔硫黄量(1)－硫黄量(2)〕× 

 

ロ．排煙又は集じん等脱硫のある場合 

SＯx 排出量(ｍ3N)＝〔硫黄量(1)－硫黄量(2)〕× 1－           × 

 

 

※ 年間SＯx排出量：最終月の小計欄の下（その様式の最下行）に年間計欄を設け、月別に算

出した「硫黄量(1)」と「硫黄量(2)」の合計値及び「SＯx排出量」の合計値を記入してくださ

い。 

 

22.4

32

22.4

32

含有硫黄分(％) 

100 

硫 黄 量(2) 

硫 黄 量(1) 
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①賦課金番号 工場・事業場名

②No． ③脱硫の有無
（該当する数字を○で囲んでください。）

0 6 0 4 1 0 1 0 0 1

0 2

単

位
ℓ

㎏

m3N

ℓ

㎏

m3N

ｔ

ｔ ㎏

1 6 8 2 2 0 0 0 0 0 3 3 5 3 2 6

ｔ ㎏

ｔ ㎏

SOx排出量の合計 m3N

(                  ） 4 3 5 1 2

年　間    平均値 m3N

焼却量
 

11月

12月 SOx　排　出　量

（　  　      　 ）

8月

9月

10月

5月

6月

7月

m3N/h

2月

3月

4月

コード 24年 1月
m3N ppm ㎏/h

⑱ 焼 却 年 月 ⑲　焼　却　量 ⑳補正排出ガス量

⑬
年　間

％ ％ m3N

焼却量

⑮ ⑯年間SOx排出量
1 4 4 2 0 0 0

0 0 0

12月 ⑭含有硫黄分

11月
1 4 1 8

0

10月
1 5 1 3 0 0 0

0 0

9月
1 3 7 8 0 0

0 0 0

8月
1 4 0 6 0

7月
1 4 8 1

0

6月
1 3 4 6 0 0 0

0 0

5月
1 1 1 9 0 0

0 0 0

4月
1 9 0 4 0

0 0 0 0

3月
1 5 9 9

7 6 0 0 0

2月
1 0 4

8 1 8 6

24年 1月
㎏

1 1

7 9 0 9 24 6 1 8 0 8Ａ 重 油 0 1 1月～12月 1 4

⑩SOx　排　出　量
脱 硫 効 率

④

助

燃

剤

等

名　称 コード 24年 g/㎤ ％ ％ m3N

排 煙 脱 硫

3 集 じ ん 等 脱 硫

種　　別 ⑤ 焼 却 年 月 ⑥　焼　却　量 ⑦密　度 ⑧含有硫黄分 ⑨
補 正 後 の

機　構　用

平成２５年度　汚染負荷量賦課金

年間排出量の算定の過程を示す書類（Ｄ)

大手町　西焼却場
枚目

Ｄ
① 無

全枚数
2

補 正 後 の
脱 硫 効 率

補正SOx

濃 度

測定中の

焼却量

1t当たり

のSOx量

⑫
a
廃
棄
物
の
硫
黄
分
よ
り
算
定
す
る
場
合

⑰
ｂ
排
出
ガ
ス
測
定
よ
り
算
定
す
る
場
合

⑪
廃
棄
物
の
種
類

1.都市ごみ

2.し尿汚泥

ケーキ

3.下水汚泥

ケーキ

4.その他

． ． ． ．

． ．

．

． ．．．

．

 (3) Ｄ様式を用いる場合の算定方法 

 

Ｄ様式（ａ欄使用）記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この様式は、廃棄物を焼却する焼却炉を設置してい

る清掃工場等において用いてください。 
申告書にプリント

されている汚染

負荷量賦課金番

号を記入してくだ

さい。 

廃棄物の種類を下記の

ものから選び、該当する

番号を○で囲んでくださ

い。その他の場合は、廃

棄物の名称及びコードを

手引の７ページの燃原

料コード表から選び、記

入してください。 

脱硫装置等があ

り、脱硫効率があ

る場合には、記入

してください。 

分母側にこの様

式の全使用枚数

と分子側に何枚

目 （ 通 し ナ ン バ

ー）であるかを記

入してください。

この記載例の場

合は、Ｄ様式の

全使用枚数が２

枚で、通しナンバ

ーは１枚目となっ

ています。 

密度・含有硫黄分

はＡ様式に準じて

記入してください。
小数点以下２け

た目を切り捨て 1

けたまで記入して

ください。 

廃棄物の含有硫

黄分を記入してく

ださい。なお、不

明な場合には手

引の 12 ページの

標準的含有硫黄

分を用いてくださ

い。 

排出量を合計し、

小数点以下１け

たまで記入してく

ださい。なお、申

告書の硫黄酸化

物排出量は、算

定様式ごとに算

出された、この年

間 SOx 排出量を

最 終 的 に 合 計

し、小数点以下を

切り捨ててくださ

い。 

排出ガス測定から求める場合に用いてください。また、排出

ガス測定結果はｂ様式に記載してください。 

様式の記入に当たっては、様式の裏面及び手引の 33 ペー

ジ、34～35 ページ、45～49 ページを参照してください。

   

 
 

 
 ×  

 
⑩ ＋ ⑯ ＋  
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〔記入上の注意〕 

◎ このＤ様式は、廃棄物を焼却する清掃工場等の事業場において用いてください。 

◎ このＤ様式には、SＯx 排出量を算定する方法として、a.廃棄物の硫黄分より算定する場合、

b.排出ガス測定より算定する場合の二つの方法が記載してありますので、いずれか該当する欄

に記入してください。 

 

① 汚染負荷量賦課金番号、工場・事業場名 

申告書にプリントされている汚染負荷量賦課金番号及び工場・事業場名を記入してください。 

② No． 

この様式を複数部使用する場合は、それぞれに通しナンバーを付してください。 

例：Ｄ様式２部のとき 

③ 脱硫の有無 

焼却炉に脱硫装置等が設置されているかどうか、該当する項目の番号を○で囲んでください。 

１．助燃剤からの SＯx 排出量の算定 

④ 助燃剤等 

廃棄物を焼却するのに助燃剤を使用している場合は、その種別（Ａ重油、灯油、都市ガス等）

を記入してください。 

コード欄には、「燃原料コード表」（７ページ参照）の中から該当するコード番号を記入し

てください。 

なお、助燃剤を使用していない場合は、この欄に“不使用”と記入してください。 

⑤ 焼却年月 

助燃剤を焼却した年月（年間は１～12月）を記入してください。 

⑥ 焼却量 

⑤欄に記入した期間の焼却量を記入してください（１ℓ 、１kg、１ｍ3N 未満の端数は切捨

て）。助燃剤の単位は、ℓ 、kg又はｍ3N のいずれか一つを○で囲んでください。 

⑦ 密度及び⑧ 含有硫黄分 

燃料の購入先で発行した「試験成績表」等に記載されている数値を記入してください。年間

に密度・硫黄分の異なる燃料を複数回購入して焼却した場合（「試験成績表」等が複数枚ある

場合）は、密度・硫黄分の加重平均値を算出し、その値を記入してください（加重平均値の算

出方法と計算例及び丸め方については、10～11 ページ、51 ページ参照）。 

 
D

0 1

0 2
D

0 2

0 2
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⑨ 補正後の脱硫効率 

脱硫装置のある場合は、「補正後の脱硫効率の算定の過程を示す書類(Ｅ)」(Ｅ様式)を作成

し、Ｅ様式中の２．(4)⑦「補正後の脱硫効率」の数値を記入してください。 

⑩ SＯx 排出量 

次の式によって算出し、小数点以下２けた目を切り捨て、１けたまで記入してください。 

液体燃料の場合 

⑩SＯx 排出量(ｍ3N/年)＝⑥年間助燃剤等使用量( ℓ )×⑦密度(ｇ/cm3)× 

           × 

固体燃料の場合 

⑩SＯx 排出量(ｍ3N/年)＝⑥年間助燃剤等使用量(kg)×          × 

気体燃料の場合 

⑩SＯx 排出量(ｍ3N/年)＝⑥年間助燃剤等使用量(ｍ3N)× 

２．廃棄物からの SＯx 排出量の算定 

⑪ 廃棄物の種類 

該当する種類の番号を○で囲んでください。なお、「４．その他」の場合は、その名称を「燃

原料コード表」（７ページ参照）から選び、コード番号とともに記入してください。 

a．廃棄物の硫黄分より算定する場合（記載例は 29ページ） 

⑫ 廃棄物からの SＯx 量を含有硫黄分から求める場合は、⑬～⑮の項目から算出し、⑰～欄

には記入しないでください。 

⑬ 年間焼却量 

月別に記入した焼却量の合計値を記入してください(単位：kg)。 

⑭ 含有硫黄分 

分析値又は測定データを用いてください。不明なときは、標準的な含有硫黄分     

（例：都市ごみ＝0.03％）を用いてください（12ページ参照）。 

⑮ 補正後の脱硫効率 

⑨欄に準じて記入してください。 

⑯ 年間 SＯx 排出量 

次の式によって算出し、小数点以下２けた目を切り捨て、１けたまで記入してください。 

 
⑯SＯx 排出量(ｍ3N/年)＝⑬年間焼却量(kg)×           ×  

b．排出ガス測定より算定する場合（記載例は 33ページ） 

⑰ 廃棄物からの SＯx を測定によって求める場合は、排出ガス量、O2濃度及び SＯx 濃度等の

⑭含有硫黄分(％) 

100 

22.4 

32 

22.4

32

⑧含有硫黄分(％)  

100 

22.4

32

⑧含有硫黄分(％)  

100 

⑧含有硫黄分(％) 

100 
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測定値が２か月に１回（年６回）以上の測定によって明らかになっていることが必要で、  

⑰～の項目から算出し、⑫～⑯欄には記入しないでください。また、この場合は、Ｄ様式

とともに「排出ガス測定の結果を示す書類(ｂ)」(ｂ様式)も併せて作成してください。   

ｂ様式については、45～49 ページを参照してください。 

⑱ 焼却年月及び⑲ 焼却量 

各月ごとの焼却量を kg単位（１kg未満の端数は切捨て）で記入してください。 

⑳ 補正排出ガス量 

ｂ様式の４．⑮「補正排出ガス量」の値を記入してください。 

 補正 SＯx 濃度 

ｂ様式の４．⑧「補正 SＯx 濃度」の値を記入してください。 

 測定中の焼却量 

１時間当たりの焼却量を kg単位(１kg未満の端数は切捨て)で記入してください。 

 １トン(t)当たりの SＯx 量 

次の計算式で算出し、小数点以下４けた目を切り捨て、３けたまで記入してください。 

１トン当たりの SＯx 量(ｍ3N/t)＝                                          ×1000 

 年間焼却量 

月別焼却量(kg)の合計値を記入してください。 

 平均１トン(t)当たりの SＯx 量 

の１トン(t)当たりの SＯx 量を算術平均した値を小数点以下４けた目を切り捨て、３けた

まで記入してください。 

 年間 SＯx 排出量 

次の式によって算出し、小数点以下２けた目を切り捨て、１けたまで記入してください。 

年間 SＯx 排出量(ｍ3N)＝平均１トン(t)当たりの SＯx 量(ｍ3N/t)× 

年間焼却量(kg)× 

 SＯx 排出量の合計 

次によって算出してください。 

(a)「廃棄物の硫黄分より算定する場合」で助燃剤を使用した場合：⑩＋⑯ 

(b)「廃棄物の硫黄分より算定する場合」で助燃剤を使用しなかった場合：⑯のみ 

(c)「排出ガス測定より算定する場合」で測定時は助燃剤を使用せず、焼却始めだけ助燃

剤を使用した場合：⑩＋ 

(d)「排出ガス測定より算定する場合」で常時助燃剤を使用したか、又は助燃剤を全く使

用しなかった場合：のみ 

排出ガス量(ｍ3N/ｈ)×SＯx 濃度(ppm) × 10-6 

測定中の焼却量(kg/ｈ) 

1 

1000 
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①賦課金番号 工場・事業場名

②No． ③脱硫の有無
（該当する数字を○で囲んでください。）

0 6 0 4 1 0 1 0 0 1

0 2

単

位
ℓ

㎏

m3N

ℓ

㎏

m3N

ｔ

ｔ ㎏

4

1 6 4
SOx排出量の合計 m3N

(                  ） 6 7 1 6

3 2 1 0 6 7

（ ）
年　間 平均値 m3N

焼却量 3 2 7 6

0

4

12月 SOx　排　出　量
2 9 3 6 7 8

0 2 3 5 , 1 22 0 4 9 , 8 0
11月

3 1 5 5 8

3 7 2 0

4 5 , 0 2 8
10月

2 8 4

4 3 , 5 0 0 2
9月

1 1 5 5 5 5 0

8 6 0
8月

3 7 1 8

2 8 5 , 3 6 70 4 7 , 2 0 0
7月

3 4 4 8 6 3

1 1 0
6月

2 4 8 2

2 6 5 , 0 6 20 4 1 , 2 0 0
5月

2 1 1 6 5 8

6 0 0
4月

2 0 0 9

2 1 4 , 9 9 00 3 6 , 9 0 0
3月

2 7 8 1 0 9

8 0 4 0

5 5 , 8 2 5
2月

2 7 2

m3N/h

3 3 8 6 4 3 0 4 5 ,
コード 24年 1月

m3N ppm ㎏/h

0 0 0 2

⑱ 焼 却 年 月 ⑲　焼　却　量 ⑳補正排出ガス量

⑬
年　間

％ ％ m3N

焼却量

⑮ ⑯年間SOx排出量12月 ⑭含有硫黄分

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

3月

2月

24年 1月
㎏

⑩SOx　排　出　量
脱 硫 効 率

④

助

燃

剤

等

名　称 コード g/㎤ ％ ％ m3N

排 煙 脱 硫

3 集 じ ん 等 脱 硫

種　　別 ⑤ 焼 却 年 月 ⑥　焼　却　量 ⑦密　度 ⑧含有硫黄分 ⑨
補 正 後 の

機　構　用

平成２５年度　汚染負荷量賦課金

年間排出量の算定の過程を示す書類（Ｄ)

大手町　東焼却場
枚目

Ｄ
1 無

全枚数
②

補 正 後 の

脱 硫 効 率

補正SOx

濃 度

測定中の

焼却量

1t当たり

のSOx量

⑫
a
廃
棄
物
の
硫
黄
分
よ
り
算
定
す
る
場
合

⑰
ｂ
排
出
ガ
ス
測
定
よ
り
算
定
す
る
場
合

⑪
廃
棄
物
の
種
類

1.都市ごみ

2.し尿汚泥

ケーキ

3.下水汚泥

ケーキ

4.その他

． ． ． ．

． ．

．

． ．．．

．

0.193

0.155

0.211

0.246

0.207

0.223

0.205

 

 

Ｄ様式（ｂ欄使用）記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
排出ガス測定月にだ

けｂ様式で算出した

値を適用し、１ｔ当た

りのＳＯｘ量を算定し

てください。 

平均値は算術平均して

求めてください。 

この様式は、廃棄物を焼却する焼却炉を設置してい

る清掃工場等において用いてください。 
申告書にプリント

されている汚染

負荷量賦課金番

号を記入してくだ

さい。 

分母側にこの様

式の全使用枚数

と分子側に何枚

目 （ 通 し ナ ン バ

ー）であるかを記

入してください。

この記載例の場

合は、Ｄ様式の

全使用枚数が２

枚で、通しナンバ

ーは１枚目となっ

ています。 

廃棄物の種類を下記の

ものから選び、該当する

番号を○で囲んでくださ

い。その他の場合は、廃

棄物の名称及びコードを

手引の７ページの燃原

料コード表から選び、記

入してください。 

⑩助燃剤からのＳＯx 量及び SOx 排出量の合計に関しての注意 

 

次によって算出してください。 

(ｲ)「排出ガス測定より算定する場合」で測定時は助燃剤を使用せ

ず、焼却始めだけ助燃剤を使用した場合：⑩＋ 

 

(ﾛ)「排出ガス測定より算定する場合」で常時助燃剤を使用したか、

又は全く使用しなかった場合：のみ 

   

 
 


 ×  

○27  
⑩＋ ⑯ ＋  

排出量を合計し、

小数点以下１け

たまで記入してく

ださい。なお、申

告書の硫黄酸化

物排出量は、算

定様式ごとに算

出された、この年

間 SOx 排出量を

最 終 的 に 合 計

し、小数点以下を

切り捨ててくださ

い。 
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２ 排出ガスの測定の一般事項並びにＥ様式及びｂ様式の記載方法 

 

(1) 排出ガスの測定の一般事項（Ｅ様式及びｂ様式共通） 

排出ガス中のSＯx濃度、Ｏ2濃度及び排出ガス量の測定については、次の事項に注意してくだ

さい。34～49ページに記載されている排出ガス量は、すべて乾き排出ガス量をいいます。 

① 排出ガス中のＳＯｘ濃度の測定 

ア 測定値の取扱い 

(ａ) 原則として複数回の測定データの平均値とします。 

(ｂ) 測定値の有効範囲は、±10％程度を目途とします。 

イ 試料の採取方法 

(ａ) １工程の期間が明確な場合 

１工程の期間内とし、測定値は、この期間の平均値とします。ただし、１工程が非常

に長時間にわたる場合は、測定に実際上の困難が伴うので、測定時間としては１工程を

適切に代表するような期間を選んで行うものとします。 

(ｂ) １工程の期間が不明確な場合 

操業状態時における排出ガス中のSＯx濃度が平均的濃度として把握されるような時期

において、概ね次のような採取時間と回数によって行うものとします。 

         〔採取（吸引）時間〕   〔採取回数〕 

           20分以内        ５回程度 

           20分～40分       ４回程度 

                      40分～60分       ３回程度 

                      60分以上         ２回程度 

なお、連続分析機器等で排出ガス中の二酸化硫黄濃度（以下「SＯ2濃度」という。）を

測定している場合は、連続測定値より平均を算定した値を用いてください。 

ウ 試料の採取位置及び採取点 

試料の採取位置及び採取点については、JIS Z 8808（排ガス中のダスト濃度の測定方法）

の４.(測定位置、測定孔及び測定点)及びJlS K 0095（排ガス試料採取方法）の３．（試料ガス

の採取位置、採取点及び採取口）によってください。ただし、JlSによる測定が困難か又は不

適当な場合（例えば、等速吸引不能など）は、他の適切な方法で測定してください。 

エ SＯx濃度の分析方法 

SＯx濃度については、JIS K 0103（排ガス中の硫黄酸化物分析方法）による硫黄酸化物 

(SＯ2＋SＯ3)の分析方法を用いてください。ただし、硫黄酸化物(SＯ2＋SＯ3)とSＯ2との比

が一定であり、その比率がわかっている場合は、二酸化硫黄を分析することによって(SＯ2＋

SＯ3)濃度を求めてください。 
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② 排出ガス量の測定 

 ア 試料採取方法及び採取位置等 

   ①イ及びウに準じます。 

 イ 排出ガス量の測定方法 

   JIS Z 8808又はこれと同等の測定値が得られる方法を用いてください。ただし、排出ガス

測定位置がダクトの屈曲部分又は断面形状の急激に変化する部分にある等の理由で平均流速

値が得にくい場合は、燃料使用量及び排出ガス中のＯ2濃度等の値から排出ガス量を算定して

ください。 

③  排出ガス中のＯ2濃度の測定 

 ア 試料採取方法及び採取位置等 

   ①イ及びウに準じます。 

 イ Ｏ2濃度の分析方法 

   JIS K 0301（排ガス中の酸素分析方法）に規定するオルザット式及びヘンペル式、又はこ

れらと同等の測定値が得られる分析方法を用いてください。 

④  測定に関する注意事項 

 ア SＯx量の測定については「大気汚染防止法施行規則別表第１の備考欄」に掲げる方法で行っ

てください。 

 イ  SＯx濃度と排出ガス量は同時に測定してください。 

   なお、同時に測定していない場合は、各々の測定時におけるＯ2濃度を測定してください。 

ウ  排出ガスの測定は、ばい煙発生施設及び脱硫施設が平均的稼働状態にある時に行ってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

※  硫黄酸化物(SＯ2＋SＯ3)の分析方法は、JISに定められていますが、20 ℓ 採取の場

合の標準的測定濃度範囲は、中和滴定法70～2800ppm、沈殿滴定法140（光度滴定の

場合は50）～700ppm、比濁法５～300ppm、イオンクロマトグラフ法0.5～290ppmとなっ

ていますので、濃度及び妨害成分に応じて分析方法を選択してください。 

なお、標準的測定濃度範囲より低濃度の分析を行う場合には、イオンクロマトグラ

フ法によって分析してください。 
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《 メ モ 》 
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工場・事業場名 青 空 工 業 （株 ）　仙 台 工 場

１．一般事項

A-02/03

NS分析センター

２号ボイラー

２．測定及び算定内容

共通事項

使用量

C重油

燃原料から求めるSOx量（Sf）

① 燃原料の種類 ② 測定時の使用量 ③ 密　度 ④ 含有硫黄分 ⑤ SOx量

％

％

％

％

％

％

⑥合計SOx量 Sf ＝

排出ガス測定から求めるSOx量

 濃度測定値

平均 濃度

SOx濃度への補正係数

補 正 SO x濃 度 Si ＝ ＝

SOx濃度測定時のO2濃測定値

SOx濃度測定時の平均O2濃度 Oi ＝ ＝

排出ガス量測定値（乾き） (1) (2) (3)

平均排出ガス量

排出ガス量測定時のO2濃度測定値

排出ガス量測定時の平均O2濃度

補 正 排 出 ガ ス 量 Vi ＝ ＝

S O x量

脱硫効率及び脱硫効率の補正 ３.脱硫過程の簡略図

平均燃原料使用量

平 成 24 年 1 月 23 日

平 成 24 年 1 月 23 日

平 成 24 年 1 月 ～ 2 月②

①
測定

年月日

脱硫装置の適用期間

SOx濃度

排出ガス量 636

脱 硫 装 置 の 製 作 メ ー カ ー ㈱ＤＳ工業

種類

③ 適用期間中における

最　大　燃　原　料　使　用　量 ⑨

⑩

脱 硫 装 置 稼 働 開 始 年 月 日

84.54

種類 使用量

C重油　 　　980　　（㎏,ℓ,m3N）/h

（㎏,ℓ,m3N）/h

（㎏,ℓ,m3N）/h

9,569

（イ）

1,416

(％)

④

⑥ そ の 他 の 補 正 係 数

② 施 設 の 稼 働 時 間 (ｈ)

① 脱 硫 効 率

⑫

⑦ 補 正 後 の 脱 硫 効 率 (％)

⑤ 脱 硫 装 置 の 処 理 ガ ス 量 (m3N/h)

④ 施 設 の 排 出 ガ ス 量 (m3N/h) 9,569

③ 脱 硫 装 置 の 稼 働 時 間 (ｈ) 1,345

89.01

20

(4)

項　　　　　目 測定値又は計算値等

硫黄酸化物濃度の測定
⑬SOx濃度測定法 ⑭採取ガス量(ℓ） ⑬SOx濃度測定法 ⑭採取ガス量(ℓ）

(m3N/h) 1.081

イオンクロマトグラフ法

⑪ (m3N/h) Ve 9,569

(4)

⑩ (％) 7.13

(2)
7.2

(3)
6.8

(3) (4)

⑦

(1)
7.4⑨ (％)

(1) (2)

⑥ (％) Oe

9,490
(4)

⑧ (m3N/h) 9,776

(3) (4)

6.8
(4)

113

(m3N/h)
(1) (2)

9,980 9,860

(2) (3)
6.6

(3)

6.83

(1)
7.1

(2)

③

④ (ppm) Se

⑤ (％)
(1) (4)

(4)

② (ppm) 113

(2)
122

(3)
114

(3) (4) (1)
105① (ppm)

(1) (2)

9.838

(3)

項　　　　　　　　　　　目 a 脱硫装置前（入口）のSOx量 ｂ 脱硫装置後（出口）のSOx量

（㎏,ℓ,m3N） /h g/㎤

（㎏,ℓ,m3N） /h g/㎤

g/㎤

測 定 値 又 は 計 算 値 等
（㎏,ℓ,m3N） /h g/㎤

（㎏,ℓ,m3N） /h g/㎤

項 目

C重油 653　　（㎏,ℓ,m3N） /h

（㎏,ℓ,m3N） /h

m3N/h

(1)

0.944 g/㎤ 2.28 9.838

(2)

脱 硫 効 率 （ 設 計 値 ）⑧

昭和60年　4月　10日

16,000 m3N/h

18,000 m3N/h③ 脱 硫 対 象 施 設 名 ⑦ 脱 硫 装 置 処 理 能 力

② 測 定 機 関 （ 又 は 部 門 ） ⑥ 施 設 最 大 排 出 ガ ス 量

補正後の脱硫効率の算定の過程を示す書類（Ｅ)

① 関 連 す る 様 式 ・ 番 号 ⑤ 脱 硫 方 式 水酸化マグネシウム法

入口SOx濃度 出口SOx濃度
1,100ｐｐｍ 110ｐｐｍ

有効数字
４ け た

SO2
SOX

SO2
SOX

有効数字
３ け た

有効数字
３ け た

有効数字
４ け た

小数点以下
２ け た

３ け た
有効数字

小数点以下
２ け た

有効数字
３ け た

有効数字
３ け た

有効数字
３ け た

有効数字
３ け た

有効数字
３ け た

有効数字
３ け た

有効数字
４ け た

有効数字
４ け た

有効数字
４ け た

有効数字

４ け た

有効数字

４ け た

有効数字
３ け た

有効数字
３ け た

Ｂ ＤＳ

バイパス（常時閉）

脱硫装置
ボイラー

× △

(㎏,ℓ,m3N)/h

(㎏,ℓ,m3N)/h
(㎏,ℓ,m3N)/h

90％

(2) Ｅ様式を用いる場合の一般事項及び記載方法 

Ｅ様式記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この様式と関連する様

式の番号を記入してく

ださい。 

排ガス測定時の

使用量、密度、含

有硫黄分を記入

し、ＳＯｘ量をＡ様

式に準じて計算し

てください。 

湿りガス量を記入し

てください。 

脱硫装置の脱硫方

式を記入してくださ

い。 

連 続 測 定 の 場 合

は、測定間隔を（ ）

書きしてください。 

ＳＯ２濃度測定の場

合はＳＯｘ濃度に補

正してください。（手

引の 39～40 ページ

参照） 

①のＳＯ２・ＳＯｘ濃

度測定法及びそ

の測定の際の⑭

採取ガス量を記入

してください。 測定点を明確に記入して下さい。 

ＳＯｘ濃度測定時

と排ガス量測定時

のＯ２濃度が異な

るときには、補正

してください。 

 

9.776×        

 

＝9,569 

 

89.01×     ＝84.546 
1,416 

1,345 

排出ガスの測定機関（自社

測定の場合は部門）を記入

してください。 

脱硫対象の施設名

を具体的に記入し

てください。 

21-6.83 

21-7.13 

脱硫対象施設の最大燃原料使用量を記

入してください。なお、使用量の該当する

単位を○で囲んでください。 

脱硫適用期間中の

平均使用量を記入

してください。 

この場合、アフターバーナーに使用した

燃料は、別に算定してください。 

(   ) 
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〔記入上の注意〕 

◎ このＥ様式は、Ａ様式、Ｃ様式及びＤ様式の「補正後の脱硫効率」欄に記入する数値の根拠を

明らかにするための書類です。記入の際は、34～35ページの「排出ガス測定の一般事項（Ｅ様式

及びｂ様式共通）」をまずお読みください。 

 

◎ このＥ様式は、一つの補正後の脱硫効率の算定について１枚作成してください。（年６回の補

正後の脱硫効率を算定した場合は、このＥ様式を６枚作成することになります。） 

  

 ◎ このＥ様式を２枚以上作成する場合、２枚目以降には「１．一般事項」及び「３．脱硫過程の

簡略図」は変更がなければ記入する必要はありません。 

 

◎ 脱硫効率は、脱硫装置（製品等脱硫の場合は当該装置）前後のSＯx量によって次の式を用いて

算出します。 

 

     脱硫効率(％)＝ １－           ×100 

 

◎ 脱硫効率の算定は、一つの施設から排出されるSＯx量に応じて、次に掲げる算定（測定）回数

によってください。ただし、大気汚染防止法、電気事業法でSＯx量の常時測定義務がある施設に

ついては、１か月間の平均値を用いて月１回の算定としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ Ｅ様式右上の「工場・事業場名」欄に、工場・事業場名（会社名等も併せて）を記入してくだ

さい。 

 

 ◎ SＯx量及び測定値等に係る有効数字の取扱いに十分留意してください。 

 

〔様式内の番号対応説明〕 

１．一般事項 

  37ページの記載例を参照のうえ、記入してください。 

 

２．測定及び算定内容 

(1)共通事項 

① 測定年月日 

SＯx濃度と排出ガス量の測定年月日を記入してください。 

② 脱硫適用期間 

この様式で算定した補正後の脱硫効率を適用する期間を記入してください。 

 脱硫効率の適用期間については、施設の稼働状況等に応じて定めてください。 

排出SＯx量 算定（測定）回数 

10ｍ3
N/ｈ以上 ２か月に１回以上 

10ｍ3
N/ｈ未満 年 に １ 回 以 上         

脱硫後の SＯx 量  

脱硫前の SＯx 量 
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③ 適用期間中における平均燃原料使用量 

適用期間中において、脱硫対象施設で使用した燃原料の種類と１時間当たりの平均使用量を

記入して、該当する単位を○で囲んでください。 

 

(2)燃原料から求めるSＯx量 

測定時の燃原料ごとの１時間当たりの使用量、密度、含有硫黄分を記入し、Ａ様式に準じて 

SＯx量を求めてください。 

なお、SＯx量は有効数字４けた（５けた以下は切捨て）とし、その合計を⑥燃原料から求め

たSＯx量(Ｓｆ)に記入してください。 

 

(3)排出ガス測定から求めるSＯx量    

○a 脱硫装置前（入口）のSＯx量を、上記(2)の燃原料から求める場合は○b 欄だけ記入し、○ａ欄

には記入する必要はありません。 

 ①⑤⑨の測定値は、それぞれの測定結果（２回以上）を記入してください。 

 ②⑥⑧⑩の平均値は、それぞれの測定値を算術平均してください。 

 ②⑥⑩の数値は有効数字３けたとし、４けた以下は切り捨ててください。また、⑧の数値は

有効数字４けたとし、５けた以下は切り捨ててください。 

なお、連続測定器等で、多数の測定値を平均している場合は、平均値だけとし、測定間隔を

（ ）書きしてください。 

例：１時間間隔の平均SＯ2濃度が238(ppm)の場合 

項    目 ○b 脱硫装置後（出口）のＳＯｘ量 

 
②平均      濃度 (ppm)

 

     

 

③ SＯ2濃度測定値のSＯx濃度への補正 

SＯx濃度測定ではなく、SＯ2濃度測定を行っているときは、SＯx濃度への補正係数をあら

かじめ求め（年１回以上、排出ガス中のSＯ2濃度とSＯx濃度を同時に測定して、SＯx濃度へ

の補正係数を算出してください。SＯx濃度＜SＯ2濃度の場合は補正係数を１としてくださ

い。）、補正SＯx濃度を算定してください。 

 

補正SＯx濃度(ppm)＝平均SＯ2濃度(ppm)×SＯx濃度への補正係数 

 

(例)SＯx濃度への補正係数 

SＯx濃度を分析した結果が 88.5ppmであり、そのときの濃度の指示値が 85.9ppmである場合 

 

SＯx濃度への補正係数＝                   ＝1.030→1.03 

 

なお、SＯx濃度とSＯ2濃度を並行して測定できない場合は、理論上の補正係数を使用して

も差し支えありませんが、根拠となる資料を添付してください。 

 

 

ＳＯ２ 

ＳＯｘ 

有効数字 

３ け た 
２３８（１ｈ） 

SＯx 濃度 88.5ppm 

SＯ2  濃度 85.9ppm 
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   (参考) 

    溶液導電率方式、赤外線吸収方式、紫外線吸収方式、紫外線蛍光方式、干渉分光方式及び定

電位電解方式による排出ガス測定はSＯ2濃度が対象であるため、SＯx濃度に補正する必要があ

ります。 

 

④ 補正SＯx濃度 

補正する必要がない場合は、②の値を記入してください。 

    SＯx濃度測定ではなく、SＯ2濃度測定を行っている場合は、上記③で求めた補正係数を用いて、

補正SＯx濃度を求めてください。 

   (例) ある期間の平均SＯ2濃度が86.2ppmで、SＯx濃度への補正係数が1.03の場合 

補正SＯx濃度＝86.2 ppm×1.03＝88.78 → 88.7ppm（有効数字３けた） 

 

  ⑪ 補正排出ガス量 

    補正する必要がない場合は、⑧の値を記入してください。 

SＯx（又はSＯ2）濃度測定時のＯ2濃度と排出ガス量測定時のＯ2濃度が異なる場合は、排出

ガス量を補正してください。 

    補正排出ガス量(ｍ3N/ｈ) 
         

    ＝平均排出ガス量(ｍ3N/ｈ)× 

         

(例) SＯx濃度測定時の平均Ｏ2濃度 6.15％ 

 排出ガス量測定時の平均Ｏ2濃度 5.85％ 

 平均排出ガス量          45,930ｍ3N/ｈ 

            

      補正排出ガス量＝45,930×       ＝ 46,857→46,850ｍ3N/ｈ 

 

  ※④⑪について、その他測定時の実態に応じて補正する必要がある場合には、その補正理由及び

補正方法を明示してください。 

 

⑫ SＯx量(ｍ3N/ｈ) 

SＯx量は次によって求めてください（有効数字を４けたとし、５けた以下は切捨て）。 

SＯx量(ｍ3N/ｈ)＝補正排出ガス量(ｍ3N/ｈ) ×補正SＯx濃度(ppm)×10-6 

 

⑬ SＯx濃度測定法 

JIS K O103のいずれか該当するSＯx濃度の測定法を記入してください。(JIS K O103の測定法

には、中和滴定法、沈澱滴定法、イオンクロマトグラフ法、比濁法(光散乱法)があります。他

に、JIS B 7981の測定法として溶液導電率方式、赤外線吸収方式、紫外線吸収方式、紫外線蛍

光方式、干渉分光方式及び定電位電解方式がありますが、この場合はSＯ2濃度の測定のためSＯ

x濃度に補正する必要があります。) 

 

  ⑭ 採取ガス量 

①の濃度測定を行ったときの採取ガス量（吸引ガス量）を記入してください。 

 

21(％)－排出ガス量測定時の平均Ｏ2濃度(％) 

21(％)－SＯx 濃度測定時の平均Ｏ2濃度(％) 

021－5.85 

21－6.15 
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(4)脱硫効率及び脱硫効率の補正 

① 脱硫効率(％)の算定式 

次のイ、ロ及びハのいずれかの算定式を用いて、％表示で小数点以下２けたまで（３けた以

下切捨て）記入してください。ただし、脱硫装置の入口測定位置と出口測定位置の間で、余剰

空気の漏れこみ以外の要素があるとき（例えば、アフターバーナー等）は、これらの計算式は

使えません。 

    なお、標準的硫黄分を採用している場合は、必ずイ式で計算してください。 

また、脱硫効率を補正し、補正後の脱硫効率を求める場合は、⑦補正後の脱硫効率(％)の算

定を参考にしてください。 

イ 脱硫効率を脱硫前（以下、「入口」という。）燃原料から求めたSＯx量と脱硫後（以下、「出口」

という。）の排出ガス中のSＯx濃度と排出ガス量から求める場合 

 

 脱硫効率(％)＝ 1－           ×100 

                     Ｓｆ ：燃原料から求めたSＯx量(ｍ3N/ｈ) 

Ｓｅ ：出口補正SＯx濃度(ppm) 

                       Ｖｅ ：出口補正排出ガス量(ｍ3N/ｈ) 
 

ロ 脱硫効率を入口・出口のSＯx濃度と排出ガス量から求める場合 

 

 脱硫効率(％)＝ 1－            ×100 

                     Ｓｉ ：入口補正SＯｘ濃度(ppm) 

                        Ｖｉ ：入口補正排出ガス量(ｍ3N/ｈ) 

                       Ｓｅ ：出口補正SＯｘ濃度(ppm) 

                       Ｖｅ ：出口補正排出ガス量(ｍ3N/ｈ) 
 

ハ 脱硫効率を入口・出口のSＯx濃度とＯ2濃度から求める場合 

 

 脱硫効率(％)＝ １－           ×100 

 Ｓｉ ：入口補正SＯｘ濃度(ppm) 

 Ｏｉ ：入口平均Ｏ2濃度(％) 

 Ｓｅ ：出口補正SＯｘ濃度(ppm) 

 Ｏｅ ：出口平均Ｏ2濃度(％) 

21 ：空気中の酸素割合(％) 

※①欄のかっこ内にイ、ロ又はハのいずれを算定に用いたかを記入してください。 

  ※イ、ロ、ハとも、分子・分母は有効数字４けた（５けた以下切捨て）として計算してください。 

   具体的な計算は43～44ページを参照してください。 

 

  ② 施設の稼働時間(ｈ)及び③ 脱硫装置の稼働時間(ｈ) 

    当該施設及び当該装置が稼働していた時間（１時間未満は切捨て）を記入してください。 

 

  ⑦ 補正後の脱硫効率(％)の算定 

    次の(a)、(b)及び(c)を参考に脱硫効率を時間比及び排出ガス量比等で補正し、補正後の脱

硫効率(％)を、小数点以下２けたまで（３けた以下切捨て）求めてください。 

Ｓｅ×Ｖｅ×10
-6
   

Ｓｆ 

Ｓｅ×（21－Ｏｉ)

Ｓｉ×（21－Ｏｅ)

Ｓｅ×Ｖｅ×10
-6
 

Ｓｉ×Ｖｉ×10
-6
 



 

－42－ 

    なお、補正する必要がないときは、①と同じ数値になります。 

    Ａ様式⑪補正後の脱硫効率、Ｃ様式⑮補正後の脱硫効率及びＤ様式⑨⑮補正後の脱硫効率は、

この値を記入してください。 

 

(a)脱硫装置の稼働時間が施設の稼働時間と異なる場合 

ＹR＝ＹP×Ｋt 

 ＹR：補正後の脱硫効率(％) 

 ＹP：脱硫装置の脱硫効率(％) 
             

 Ｋt：時間比＝ 

               

 

(b)排出ガスの一部を脱硫装置へ通し、他は通さない場合 

ＹR＝ＹP×ＫQ 

 ＹR：補正後の脱硫効率(％) 

 ＹP：脱硫装置の脱硫効率(％) 
 

 ＫQ：排出ガス量比＝ 

 

 

(c)(a)と(b)を併用する場合 

 ＹR＝ＹP×Ｋt×ＫQ 

 ＹR：補正後の脱硫効率(％) 

 ＹP：脱硫装置の脱硫効率(％) 
 

 Ｋt：時間比＝ 

 

 ＫQ：排出ガス量比＝ 

 

 

  ※その他、測定位置等の実態に応じて補正する必要がある場合には、その補正理由及び補正方法

を明示してください。 

 

３．脱硫過程の簡略図 

43～44 ページ等の記載例を参照して、脱硫対象施設の排出ガスが排出口に至るまでの過程及び測定点

を記入してください。 

〔凡例〕 

 

 

（その他、必要がある場合は簡単な説明を空欄に補足してください。） 

 

 

脱硫装置の稼働時間(ｈ) 

 施設の稼働時間(ｈ) 

脱硫装置の処理ガス量(ｍ3N/ｈ)

  施設の排出ガス量(ｍ3N/ｈ) 

脱硫装置の稼働時間(ｈ) 

 施設の稼働時間(ｈ) 

脱硫装置の処理ガス量（ｍ3N/ｈ) 

 施設の排出ガス量(ｍ3N/ｈ) 

排出口 

Ｂ 脱硫対象施設 ＥＰ 電気集じん機 ＤＳ 脱硫装置

測定箇所 アフターバーナー 排出ガスの流れ 
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※ 具体的な計算の方法 

〔例１〕 

施設の排出ガスを全量脱硫装置で処理（脱硫）し、入口SＯx量を燃原料から求め、出口SＯx量を

排出ガス測定から求める場合 

 

                            脱硫対象施設 

                            脱硫装置 

                            測定箇所 

                            排出口 

                            排出ガスの流れ 

分析値及び測定値等 

 （燃原料） 排出ガス測定時の燃料使用量 653 ℓ /ｈ 

       燃料の密度 O.944ｇ/cm3 

       燃料の硫黄分 2.28％ 

 （出 口） 平均SＯx濃度 113ppm 

       SＯx濃度への補正係数 ― 

       平均排出ガス量 9,776ｍ3N/ｈ 

       平均Ｏ2濃度（SＯx濃度測定時） 6.83％ 

       平均Ｏ2濃度（排出ガス量測定時） 7.13％ 

       施設の稼働時間 1,416ｈ 

       脱硫装置の稼働時間 1,345ｈ 

 

計  算（算定式イを用いる場合） 

 入口SＯx量     Ｓｆ＝653×O.944×    ×    ＝9.8382 → 9.838ｍ3N/ｈ 

                     
 補正SＯx濃度     Ｓｅ＝113ppm 

                   
 補正排出ガス量           Ｖｅ＝9,776×        ＝9,569.0 → 9,569ｍ3N/ｈ 

                   

 出口SＯx量      Ｓｅ×Ｖｅ＝113×9,569×1O-6＝1.0812 → 1.081ｍ3N/ｈ 

 

 脱 硫 効 率          （1－       ）×100＝89.011 → 89.01％ 
 

               
 補正後の脱硫効率   89.01×        ＝84.546 → 84.54％ 
 

 

 

 

 

 

 

2.28

100

21－7.13 

21－6.83 

1.081

9.838

1,345

1,416

           バイパス（常時閉） 

Ｂ ＤＳ 

 
Ｂ

ＤＳ

22.4

32
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 〔例２〕 

施設の排出ガスを半量脱硫装置で脱硫し、入口、出口のSＯx量を排出ガス測定から求める場合 

   

  

                                

 

  

 分析値及び測定値等 

  （入口）  平均SＯ2濃度                    1,220ppm 

      補正係数                       1.03 

      平均排出ガス量                   36,310ｍ3N/ｈ 

      平均Ｏ2濃度（SＯ2濃度測定時） 4.15％ 

      平均Ｏ2濃度（排出ガス量測定時） 5.25％ 

  （出口）  補正SＯx濃度                                 Ｓｅ＝ 131ppm 

      補正排出ガス量                  Ｖｅ＝35,430ｍ3N/ｈ 

      平均Ｏ2濃度（SＯx濃度測定時） 4.86％ 

      平均Ｏ2濃度（排出ガス量測定時） 4.86％ 

      施設の排出ガス量（平均Ｏ2濃度測定時5.25％）     70,490ｍ3N/ｈ 

      脱硫装置の処理ガス量（平均Ｏ2濃度5.25％）      36,310ｍ3N/ｈ 

 

  計算－１（算定式口を用いる場合） 

  （入口） 補正SＯx濃度 Ｓｉ＝1,220×1.03＝1,256 → 1,250ppm 

  

 補正排出ガス量 Ｖｉ＝36,310×          ＝33,939 → 33,930ｍ3N/ｈ 
                      

      SＯx量    Ｓｉ×Ｖｉ＝1,250×33,930×10-6＝42.412 → 42.41ｍ3N/ｈ 

  （出口） SＯx量    Ｓｅ×Ｖｅ＝131×35,430×10-6＝4.6413 → 4.641ｍ3N/ｈ 
                   

      脱 硫 効 率          1－           ×100＝89.056 → 89.05％ 

                                      

      補正後の脱硫効率 89.05×        ＝45.870 → 45.87％ 

 

計算－２（算定式ハを用いる場合） 
 

     脱 硫 効 率         1－                     ×100＝89.058 → 89.05％ 

                      

     補正後の脱硫効率 89.05×      ＝45.870 → 45.87％ 

 

（備考）アフターバーナーを設置している場合は、アフターバーナーに使用する燃料は、別に

算定する必要があります。 

 21－5.25

 21－4.15

          バイパス（半開）         

Ｂ ＥＰ ＤＳ 

Ｂ 脱硫対象施設

ＤＳ 脱硫装置

測定箇所

排出口 

排出ガスの流れ 

アフターバーナー ＥＰ 電気集じん機

131×(21－4.15) 

1,250×(21－4.86)

36,310

70,490

 4.641 

 42.41 

36,310 

70,490 

0

0
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工場・事業場名

１．一般事項

① 種類 使用量

② 黒液 　１８，０００ （㎏,ℓ,m3N）/h

③ （㎏,ℓ,m3N）/h

2．排出ガス測定による理由 3．排出ガス経路及び測定位置

（簡略図）

　　１号ボイラー 湿式集塵機

①黒液中の硫黄分の把握が正確にで きな い。
②ス メルトに吸収されるS分がとらえ にくい。

4．測定及び算定内容

① 測 定 SOx濃度

年 月 日 排出ガス量

② 測 定 適 用 期 間 平成24年1月 平成24年2月 平成24年3月

③ 適用期間中における 種類 使用量 種類 使用量 種類 使用量

黒液 12,230 （㎏,ℓ,m3N）/h 黒液 12,245 （㎏,ℓ,m3N）/h 黒液 13,038 （㎏,ℓ,m3N）/h

平均燃原料使用量 （㎏,ℓ,m3N）/h （㎏,ℓ,m3N）/h （㎏,ℓ,m3N）/h

④ 測定時における 種類 使用量 種類 使用量 種類 使用量

黒液 11,616 （㎏,ℓ,m3N）/h 黒液 11,866 （㎏,ℓ,m3N）/h 黒液 12,516 （㎏,ℓ,m3N）/h

燃原料使用量 （㎏,ℓ,m3N）/h （㎏,ℓ,m3N）/h （㎏,ℓ,m3N）/h

⑤ SO2 (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3)

SOx 150 160 160 170 170 160 150 170 160

⑥  有効数字  有効数字  有効数字

 ３ け た 156  ３ け た 166  ３ け た 160

 有効数字  有効数字  有効数字

 ３ け た  ３ け た  ３ け た

 小数点以下  小数点以下  小数点以下

 切捨て 156  切捨て 166  切捨て 160

⑨ SOx濃度測定時の (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3)

6.0 6.5 7.0 6.7 6.6 6.9

⑩ SOx濃度測定時の  有効数字  有効数字  有効数字

 ３ け た 6.25  ３ け た 6.85  ３ け た 6.75

⑪ 排出ガス量測定値 (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3)

（乾き） 63900 66200 69100 71700 75000 72300

⑫  有効数字  有効数字  有効数字

 ４ け た 65050  ４ け た 70400  ４ け た 73650

⑬ 排出ガス量測定時の (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3)

6.0 6.5 6.8 7.3 7.2 6.7

⑭ 排出ガス量測定時の  有効数字  有効数字  有効数字

 ３ け た 6.25  ３ け た 7.05  ３ け た 6.95

 有効数字  有効数字  有効数字

 ４ け た 68480  ４ け た 71620  ４ け た 75640

沈殿滴定法 20 沈殿滴定法 20 沈殿滴定法 20

（排出ガス量の補正と理由）

黒液使用量と排出ガス量がほぼ比例するために補正しました。また、S0ｘ濃度と排出ガス量測定時のO2濃度が異なった

ため、補正しました。　　              21-6.95　×　 13,038（kｇ）

 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　 　　　　 21-6.75　×　 12,516（kｇ） ＜例示：3月分＞

⑮ 補 正 排 出 ガ ス 量 (m3N/h)

　　平均O2濃度

　O2濃度測定値

　　平均O2濃度

平均排出ガス量

　O2濃度測定値

濃度 (ppm)

硫黄酸化物濃度の測定

(ppm)

(％)

(％)

(m3N/h)

(m3N/h)

(％)

(％)

平成24年1月21日 平成24年2月22日 平成24年3月21日

⑦ SOx濃度への補正係数

⑧ 補 正 SO x濃 度

濃度測定値 (ppm)

平均

平成24年1月21日 平成24年2月22日 平成24年3月21日

項　　　　　　目 測定値又は計算値等〔1〕 測定値又は計算値等〔2〕 測定値又は計算値等〔3〕

排出ガス測定の結果を示す書類（ｂ)

関 連 す る 様 式 ・ 番 号 B-01/03

④最大燃原料使用量測 定 機 関 （ 又 は 部 門 ） NS分析センター

測 定 対 象 施 設 名 １号黒液回収ボイラー

（株 ）白 神製 紙 　秋 田 工場

燃原料から求める方法（Ａ様式）で算定できない等の理由を選んで

○で囲み、併せてその具体的な理由を記入してください。

(1) 燃原料の使用量の把握が困難
(2) 燃原料の密度、硫黄分の把握が困難

(3) 製品等への脱硫効率の算定が困難

(4) 脱硫装置等の脱硫効率の算定が困難

(5) その他

（上記具体的な理由）

SO2
SOx

B DS ×

73,650(ｍ3N/h) × ＝ 75,640(ｍ3N/h)

⑯SOｘ濃度測定法 ⑰採取ガス量(ℓ) ⑯SOｘ濃度測定法 ⑰採取ガス量(ℓ) ⑯SOｘ濃度測定法 ⑰採取ガス量(ℓ)

(3) ｂ様式を用いる場合の一般事項及び記載方法 

ｂ様式記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この様式と関連す

る様式の番号を記

入してください。 

測定値を明確に記

入してください。 

連続測定の場合は、

測定間隔を（ ）書き

してください。 

ＳＯ２濃度測定の

場合はＳＯｘ濃度

に補正してくださ

い。（手引の 48 ペ

ージ参照） 

ＳＯｘ濃度測定時

と排ガス量測定時

のＯ２濃度が異な

るときには、補正

してください。 

ＳＯ２・ＳＯｘ濃度の

測定法及びその

測定の際の⑰採

取ガス量を記入し

てください。 

測定点を明確に記

入してください。 

排出ガスの測定機

関（自社測定の場

合は部門）を記入

してください。

測定対象施設の

最大燃原料使用

量を記入してくだ

さい。なお、使用

量の該当する単

位を○で囲んでく

ださい。

この場合、アフター

バーナーに使用し

た燃料は別に算定

してください。
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〔記入上の注意〕 

 ◎ このｂ様式は、Ｂ様式又はＤ様式のｂ欄を用いてSＯx排出量を算定した場合の測定結果を明

らかにするための書類です。記入の際は、34～35ページ「排出ガス測定の一般事項（Ｅ様式及

びｂ様式共通）」をまずお読みください。 

 

 ◎ このｂ様式１枚には、３回分の測定データを記入することができます。 

 

◎ このｂ様式を２枚以上使用する場合、２枚目以降の１～３は、変更がなければ記入する必要

はありません。 

 

 ◎ 排出ガスの測定は、２か月に１回以上行ってください。ただし、大気汚染防止法、電気事業

法でSＯx量の常時測定義務がある施設については、１か月間の平均値を用いて月１回の算定と

してください。 

 

 ◎ 脱硫装置のある施設で、測定適用期間において、脱硫装置の稼働時間が施設の稼働時間と異

なる場合には、処理施設の稼働時と停止時に分けて排出ガスの測定を行い、個々にＢ様式を作

成してください。 

 

◎ 右上の工場・事業場名欄に、工場・事業場（会社名等も併せて）の名称を記入してください。 

 

 ◎ 測定値等に係る有効数字の取扱いに十分留意してください。 

 

 

〔様式内の番号対応説明〕 

１．一般事項 

  記載例を参照のうえ、記入してください。 

（④最大燃原料使用量については、③の施設で使用する燃原料の種類と１時間当たりの最大使

用量を記入し、該当する単位を○で囲んでください。使用する燃原料が３種類以上の場合は、S

Ｏxを排出する主たる燃原料を２種類選んで記入してください。） 

 

２．排出ガス測定による理由 

燃原料から求める方法（Ａ様式）で算定できない理由を具体的に記入してください。 

（例）・燃原料が各種の廃棄物であり、使用量、硫黄分等の把握ができない。 

・燃原料（例えば黒液）中の燃焼性硫黄分が不明である。（分析データがない） 

・中間製品等に吸収される硫黄分が不明であり、製品等への脱硫効率の算定が困難である。 

・排煙脱硫装置を設置し、排出口において SＯx 濃度と排出ガス量を連続測定し、その測定

値を電算機に連続入力し、月間平均値としている。 
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３．排出ガス経路及び測定位置 

測定対象施設の排出ガスが排出口に至るまでの経路及び測定点等を記入してください。 

（43～44 ページ等の記載例参照） 

〔凡例〕 

 

 

 

 

（その他、必要がある場合は簡単な説明を空欄に補足してください。） 

 

４．測定及び算定内容 

この様式は、３回の測定及び計算ができるようになっていますので、測定値及び計算値等欄の

〔 〕内に、その測定回数を順次記入してください。 

(例：１枚目〔1〕〔2〕〔3〕、２枚目〔4〕〔5〕〔6〕) 

 

① 測定年月日 

SＯx 濃度と排出ガス量のそれぞれの測定年月日を記入してください。 

 

② 測定適用期間 

測定結果を適用する期間を記入してください。 

 

③ 適用期間中における平均燃原料使用量 

②の適用期間中において、測定対象施設で使用した燃原料の種類と１時間当たりの平均使用

量を記入し、該当する単位を○で囲んでください。 

なお、３種類以上の燃原料を使用する施設については、１．④と同様に SＯx を排出する主

たる燃原料を２種類選んで記入してください。 

 

④ 測定時における燃原料使用量 

測定時において、測定対象施設で使用した燃原料の種類と１時間当たりの平均使用量を記入

し、該当する単位を○で囲んでください。 

なお、３種類以上の燃原料を使用する施設については、１．④と同様に SＯx を排出する主

たる燃原料を２種類選んで記入してください。 

 

⑤⑨⑬の測定値は、それぞれの測定結果（２回以上）を記入してください。 

 

⑥⑩⑫⑭の平均値は、それぞれの測定値を算術平均してください。 

   ⑥⑩⑭の数値は、有効数字３けたとし、４けた以下は切り捨ててください。また、⑫の数値

は、有効数字４けたとし、５けた以下は切り捨ててください。 

なお、連続測定器等で、多数の測定値を平均している場合は、平均値だけとし、測定間隔を

（ ）書きしてください。 

 

排出口

Ｂ 脱硫対象施設 ＥＰ 電気集じん機 ＤＳ 脱硫装置

測定箇所 アフターバーナー 排出ガスの流れ
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例：１時間間隔の平均 SＯ2濃度が 238(ppm)の場合 

項    目 ○b 脱硫装置後（出口）のＳＯｘ量 

 
②平均      濃度 (ppm)

 

     

 

⑦ SＯ2濃度測定値のSＯx濃度への補正 

SＯx濃度測定ではなく、SＯ2濃度測定を行っているときは、SＯx濃度への補正係数をあらか

じめ求め（年１回以上、排出ガス中のSＯ2濃度とSＯx濃度を同時に測定して、SＯx濃度への補

正係数を算出してください。SＯx濃度＜SＯ2濃度の場合は補正係数を１としてください。）、補

正SＯx濃度を算定してください。 

補正SＯx濃度(ppm)＝平均SＯ2濃度(ppm)×SＯx濃度への補正係数 

(例)SＯx濃度への補正係数 

SＯx濃度を分析した結果が 88.5ppmであり、そのときの濃度の指示値が 85.9ppmである場合 

 
SＯx濃度への補正係数＝                   ＝1.030→1.03 

 

なお、SＯx濃度とSＯ2濃度を並行して測定できない場合は、理論上の補正係数を使用しても

差し支えありませんが、根拠となる資料を添付してください。 

  (参考) 

溶液導電率方式、赤外線吸収方式、紫外線吸収方式、紫外線蛍光方式、干渉分光方式及び定

電位電解方式による排出ガス測定はSＯ2濃度が対象であるため、SＯx濃度に補正する必要があ

ります。 

 

 ⑧ 補正 SＯx 濃度 

 補正する必要がない場合は、⑥の値を記入してください。ただし、小数点以下は切り捨てで

す。 

SＯx 濃度測定ではなく、SＯ2 濃度測定を行っている場合は、上記⑦で求めた補正係数を用

いて補正 SＯx 濃度を求めてください。 

 

(例)ある期間の平均 SＯ2濃度が 86.2ppm で、SＯx 濃度への補正係数が 1.03 の場合 

    補正 SＯx 濃度＝86.2 ppm×1.03＝88.78 → 88ppm（小数点以下切捨て） 

 

   Ｂ様式⑪補正 SＯx 濃度及びＤ様式○21 補正 SＯx 濃度は、このｂ様式における⑧補正 SＯx 濃

度を記入します。 

 

⑮ 補正排出ガス量 

次のイ及びロに該当する場合には、⑫平均排出ガス量(ｍ3N/ｈ)を補正したもの（有効数字

４けた）を記入してください。 

なお、補正する必要のない場合には、⑫の値を記入してください。 

 

ＳＯ２ 

ＳＯｘ 

有効数字 

３ け た 
２３８（１ｈ） 

SＯx 濃度 88.5ppm 

SＯ2  濃度 85.9ppm 
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イ．⑩SＯx（又はSＯ2）濃度測定時の平均Ｏ2濃度と⑭排出ガス量測定時の平均Ｏ2濃度が異な

る場合 

⑮補正排出ガス量(ｍ3N/ｈ)＝ 

⑫平均排出ガス量(ｍ3N/ｈ)× 

 

   (例) SＯx 濃度測定時の平均Ｏ2濃度   6.15％ 

排出ガス量測定時の平均Ｏ2濃度   5.85％ 

平均排出ガス量           45,930ｍ3N/ｈ 

 

補正排出ガス量＝45,930×            ＝ 46,857 → 46,850ｍ3N/ｈ 

                   

 

ロ．排出ガス量測定時の１時間当たりの燃原料使用量が、適用期間中の１時間当たりの平均燃

原料使用量と異なり補正する必要がある場合(この補正はＤ様式のｂ欄を用いる場合には、必

要ありません。) 

 

  ※その他測定時の実態に応じて補正する必要がある場合には、その補正理由及び補正方法を明 

   示してください。 

 

   Ｂ様式⑩補正排出ガス量及びＤ様式⑳補正排出ガス量は、このｂ様式における⑮補正排出ガ

ス量を記入してください。 

 

 ⑯ SＯx 濃度測定法 

JIS K O103のいずれかに該当するSＯx濃度の測定法を記入してください。(JIS K O103の測定

法には、中和滴定法、沈澱滴定法、イオンクロマトグラフ法、比濁法(光散乱法)があります。

他に、JIS B 7981の測定法として溶液導電率方式、赤外線吸収方式、紫外線吸収方式、紫外線

蛍光方式、干渉分光方式及び定電位電解方式がありますが、この場合はSＯ2濃度の測定のためS

Ｏx濃度に補正する必要があります。) 

 

 ⑰ 採取ガス量 

   ①の濃度測定を行ったときの採取ガス量（吸引ガス量）を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21(％)－⑭排出ガス量測定時の平均Ｏ2濃度(％) 

21(％)－⑩SＯx 濃度測定時の平均Ｏ2濃度(％) 

21－5.85 

21－6.15 

0
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《 メ モ 》 
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３ JIS Z 8401による数値の丸め方 

 

例：加重平均した硫黄分の数値を小数点以下２けたまでの数値に丸める場合 

 

        ○.○○○○ 
 

                         

                    例：0.9245    0.92 

 

 

 

 

                   例：0.9265     0.93 

                   例：0.9251    0.93 

 

 

 

 

 

 

                   例：(1)の場合……O.9250     0.92 

例：(2)の場合……O.9150     0.92 

 

丸め方の注意 

   この丸め方は、元の数値を一段階で丸めなければなりません。 

   例えば、O.9147 を小数点以下２けたまでの数値に丸めれば 0.91 となります。 

   しかし、これを 0.9147 → 0.915 → 0.92 としてはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この数字が４以下なら切り捨てます。 

この数字が６以上のとき及びこの数字が５で、それ以下

に０以外の数字があるときは切り上げます。 

この数字が５で、それ以下が０であるときは、次のようにしま

す。 

(1) この数字の前が０，２，４，６，８ならば切り捨てます。 

(2) この数字の前が１，３，５，７，９ならば切り上げます。 
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平成２５年　７月　８日

公害健康被害の補償等に関する法律第55条第１項の規定に基づき、次のとおり申告します。

①

1 1 ０ ３ ３ ０ ９ ０ １

②  カナガワケン カワサキシ サイワイク オオミヤチョウ 1310

８ ５ ５ ４

(ﾛ)氏名又は名称
青　空　工　業　株　式　会　社

電　話　番　号 　　０４４　―　５２０　―　９５０３

同　左
代理人

兆 十億 百万 千円

６ ２ ３ ０ ０ ０ ０ ３７ ６２３００００

ミヤギケン　センダイシ　ミヤギノク　ミナト　１－２－３
③

０ ０ ０ １

センダイ　コウジョウ

(ﾎ)名　　　 称  電話番号

(ﾆ) 　業　種　名 ④
百万 千 m3N

9 2 0 1 6
⑤

円 円
十億 百万 千 円

百万 千 m3N

4 1 2 7 8 4 5 8 5 9 8

m3N

( 3 1 1 7 8) （ 3 4 6 4 1 8 7）
3 7 7 8 9 4 1 9 8 7 3 5

合計

（ 3 9 2 2 7 0 0）
4 6 5 7 3 0 0

(ｲ) 全期又は第１期（初期） (ﾛ) 第　　２　　期 (ﾊ) 第　　３　　期 (ﾆ) 第　　４　　期
十億 百万 千 円 十億 百万 千 円 十億 百万 千 円 十億 百万 千 円

9 8 0 9 0 0 9 8 0 6 0 0 9 8 0 6 0 0 9 8 0 6 0 0
1 1 6 4 4 0 0 1 1 6 4 3 0 0 1 1 6 4 3 0 0 1 1 6 4 3 0 0

環　境　課
022-562-8181（内263）
タ　イ　キ　　マ　モ　ル

㊞

㊞ ㊞

オ オ モ リ カ ズ オ（フリガナ）

大　森　一　夫(ﾆ)

ア オ ゾ ラ コ ウ ギ ョ ウ カ ブ シ キ ガ イ シ ャ

青　空　一　郎

銭

⑦ 汚 染 負 荷 量 賦 課 金 の 期 別 納 付 額 内 訳

1 1

鉄 鋼 業

オ オ モ リ カ ズ オ
022 － 562 － 8181

宮城県　仙台市　宮城野区　港　１－２－３
郵便番号

３

仙 台 工 場

大　森　一　夫

作　成

所 属 課

電話番号

現
在
分

前年の排出量（立方メートル／年）

⑥延納の申請 (ｲ)する　(ﾛ)しない

賦

課

金

の

計

算

汚

染

負

荷

量

注）「事業者用」裏面の注意をよく読んで記入してください。

大 伊 木 守

（フリガナ）

(ﾍ)工場長の氏名

立方メートル／時

１時間当たり
の最大排出ガ
ス量

担当者

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

(ﾊ)＝(ｲ)×(ﾛ)汚染負荷量賦課金額

氏 名

（

ば
い
煙
発
生
施

設

等

設

置
者
）

納

付

義

務

者

区 分

( ﾊ ) 代 表者氏名

対
象
工
場
・
事
業
場

（フリガナ）

(ﾛ) 単位排出量当たり賦課金（円／立方メートル）

銭

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

(ｲ)所　 在　 地

(ﾎ)資　 本　 金

過
去
分

累積換算量（立方メートル／算定基礎期間）

1 .

C･D

２

ア オ ゾ ラ イ チ ロ ウ

1

１

(ｲ) 硫黄酸化物排出量

９ ８

２

修 正 申 告 書 記 載 例

納 付 義 務 者 番 号

郵便番号

１

機 構 用

平 成 ２ ５ 年 度 汚 染 負 荷 量 賦 課 金 申 告 書

汚 染 負 荷 量 賦 課 金

独立行政法人環境再生保全機構理事長 殿

工場・
事業場

修正分

賦課金申 告

２

（フリガナ）

(ｲ)住　　　 所

区　分

神奈川県　川崎市　幸区　大宮町　1310

1.　　　　　　5.
2.　　　　　　6.１１１．１１
3.
4.

４ 申告後に誤りを訂正する場合（修正申告） 

 (1) 修正申告書及び修正納付書の記載例 

新たに申告書を作成し、正当額の上段に修正前の額及びSＯx排出量を（ ）書きし、申告書

の右肩に「修正分」と朱書きしたうえ、速やかに機構又は商工会議所へ提出してください。 

なお、この場合には、機構へ事前にご連絡ください。 

 

 
朱書きで修正

分と記入して下

さい。また、①

申 告 区 分 は 、

11 と記入してく

ださい。 

修正前の数字は

(  )書きとし、 

修正した数字を

その下に記入し

てください。 

（          ） （          ） （          ） （          ） 
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修 正 納 付 書 記 載 例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修　 正　 分

住所 983-0001

宮城県仙台市城野区港１-２-３ （領収年月日、領収者名

1 及び領収印）又は（領

収者名の表示のある領

収日付印）

氏名

青空工業　株式会社

仙台工場

独立行政法人環境再生保全機構又は下記の 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円

取扱金融機関の本支店 \ 1 8 3 5 0 0
各都市銀行　各地方銀行

商工組合中央金庫 北洋銀行 なお、裏面取扱金融機関の本支店で納付する

　場合は、手数料は不要です。

（取扱店⇒納付義務者）

平 成 25 年 度 汚 染 負 荷 量 賦 課 金

0 3 3 0 9

下記の納付額を

領収しました。

平 成 年 月 日

独 立 行 政 法 人 環 境 再 生 保 全 機 構

1 0    1 2

収 納

区 分

収 納 機 関 C・D

全　期　・　第 １ 期

（  「 す る 」 の 場 合 に は ３ 枚 目 裏 面 に

必 ず そ の 事 業 所 名 等 を ご 記 入 く だ さ い  ）

複 数 事 業 所 分

をまとめて 納付

納 付 区 分

1

納 付 期 限

受　取　人

納 付 目 的

納　付　額

汚染負荷量賦課金　納付書・領収証書

殿

納付義務者番号

収入印紙

取扱金融機関

が　貼　付

する　　・　　しない

独立行政法人環境再生保全機構

納

付

場

所

工 場 ･事 業

場 番 号

朱書きで「修正分」

と記入して下さい。 

収納区分は「11」と

記入して下さい。 
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５ 業種名とその分類 

申告書に記入すべき業種名 日本標準産業分類 中分類（一部大分類及び小分類を含む。） 

02 旅 館 ・ 飲 食 店 飲食店、旅館その他の宿泊業（ホテルを含む。）、映画業、娯楽業 

03 学 校 ・ 病 院
医療業、教育・学習支援業（試験研究機関を含む。）、保健業（保健所、健康相談

施設、検疫所（動・植物検疫を除く。）等） 

04 浴 場 業 公衆浴場、特殊浴場 

05 洗 た く 業 洗たく業（リネンサプライを含む。）、洗張・染物業 

06 廃 棄 物 焼 却 場          清掃業（公共団体所管のものを含む。） 

10 農 ･ 林 ･ 漁 業 農業、農業･園芸サービス業（ライスセンター等）、林業、狩猟業、漁業、水産養殖業 

11 鉱 業
金属鉱業、石炭・亜炭鉱業、原油・天然ガス鉱業、その他の鉱業（鉱業法に定め

る鉱業） 

12 建 設 業 総合工事業（アスファルトプラント等）、職別工事業、設備工事業 

14 電 気 業
電気業（電気事業法に定める電気事業）（ＪＲの発電所を含む。自家発電は各産業

別に含める。） 

16 ガ ス 業 ガス業（ガス事業法に定めるガス事業） 

20 そ の 他 事 業 場          製造業以外で上記に含まれないもの、熱供給業、葬儀・火葬業、分類不能の産業 

21 食 料 品 製 造 業          
食料品製造業、飲料・たばこ・飼料製造業（食品加工業及び砂糖、清涼飲料、ビ

ール、酒、有機質肥料、たばこの製造業等） 

23 繊 維 工 業
繊維工業、衣服その他の繊維製品製造業（製糸業、紡績業及び織物、メリヤス、

レース、綱、衣服の製造業等並びに染色整理業） 

25 木 材 ・ 木 製 品 工 業          
製材業、木製品製造業、家具・装備品製造業（一般製材業、単板、床板、チップ、

合板、パーチクルボード及び家具･装備品製造業等） 

27 パルプ・紙加工品業          
パルプ・紙・紙加工品製造業、印刷・同関連業（パルプ、紙、加工紙、段ボール、

セロファン、繊維板の製造業等及び新聞、出版、印刷、製本業等） 

29 化 学 工 業
化学工業（化学肥料、無機化学工業製品、有機化学工業製品、石油化学製品、化

学繊維、薬品、洗剤、塗料、化粧品の製造業等） 

31 石 油 ・ 石 炭 製 品 業          
石油製品・石炭製品製造業（石油精製業及び潤滑油、グリース、コークスの製造

業） 

33 ゴ ム ・ 皮 革 業
ゴム製品製造業、なめし革・同製品・毛皮製品製造業（タイヤ、チューブ、ゴム

ベルト、ゴム、革、毛皮製品の製造業等） 

35 窯 業 ・ 土 石 製 造 業          
窯業・土石製品製造業（セメント、ガラス製品、かわら、陶磁器、耐火物、炭素・

黒鉛、石綿、石灰の製造業等） 

37 鉄 鋼 業
鉄鋼業（製鉄業、製鋼・製鋼圧延業及び鋼材、表面処理鋼材、鍛鋼、鋳鋼、銑鉄

鋳物の製造業等） 

39 非 鉄 金 属 業          
非鉄金属製造業（非鉄金属の製錬・精製、圧延業及び鋳物、電線・ケーブルの製

造業等） 

41 金 属 製 品 業          
金属製品製造業（洋食器、刃物、手道具、暖房装置、建設用金属製品、くぎ、ね

じ、ボルトの製造業等） 

43 機 械 工 業

一般機械器具製造業、電気機械器具製造業、情報通信機械器具製造業、電子部品・

デバイス製造業、輸送用機械器具製造業、精密機械器具製造業、武器製造業（ボイ

ラ・原動機、建設機械、電気機械・器具、一般産業用機械、通信機械器具、電子計

算機、自動車、鉄道車両、船舶、航空機、武器の製造業等） 

50 そ の 他 製 造 業          楽器、玩具、運動用具、鉛筆、プラスチック成型品等の上記以外の製造業 
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６． 商工会議所一覧表 

 

 都　道 商工会 都　道 商工会 都　道 商工会 都　道 商工会 都　道 商工会
府県名 議所名 府県名 議所名 府県名 議所名 府県名 議所名 府県名 議所名

北海道 函　館 埼　玉 熊　谷 石　川 金　沢 滋　賀 大　津 広　島 広　島

札　幌 さいたま 小　松 呉

旭　川 所　沢 福　井 福　井 京　都 京　都 福　山

室　蘭 飯　能 敦　賀 舞　鶴 大　竹

釧　路 山　梨 甲　府 大　阪 大　阪 山　口 下　関

帯　広 千　葉 銚　子 堺 宇　部

北　見 千　葉 長　野 長　野 東大阪 防　府

稚　内 船　橋 松　本 泉大津 徳　山

紋　別 木更津 高　槻 岩　国

苫小牧 市　川 岐　阜 岐　阜 岸和田 小野田

松　戸 大　垣 貝　塚 徳　島 徳　島

青　森 青　森 柏 多治見 茨　木

弘　前 市　原 土　岐 吹　田 香　川 高　松

八　戸 野　田 八　尾

岩　手 盛　岡 東　京 東　京 静　岡 静　岡 豊　中 愛　媛 松　山

八王子 浜　松 泉佐野 新居浜

宮　城 仙　台 武蔵野 沼　津 北大阪

立　川 三　島 守口門真 高　知 高　知

秋　田 秋　田 富　士 兵　庫 神　戸

神奈川 横　浜 磐　田 姫　路 福　岡 福　岡

山　形 山　形 横須賀 尼　崎 久留米

酒　田 川　崎 愛　知 名古屋 明　石 北九州

小田原箱根 岡　崎 西　宮 大牟田

福　島 福　島 平　塚 豊　橋 伊　丹 佐　賀 佐　賀

いわき 藤　沢 半　田 高　砂

茅ケ崎 一　宮 加古川 長　崎 長　崎

茨　城 水　戸 厚　木 蒲　郡 佐世保

土　浦 秦　野 豊　川 奈　良 奈　良

日　立 鎌　倉 刈　谷 熊　本 熊　本

下　館 相模原 豊　田 和歌山 和歌山

栃　木 宇都宮 安　城 大　分 大　分

足　利 新　潟 新　潟 春日井 鳥　取 鳥　取

上　越 稲　沢 宮　崎 宮　崎

群　馬 高　崎 長　岡 島　根 松　江

前　橋 富　山 富　山 三　重 四日市 浜　田 鹿児島 鹿児島

高　岡 津 岡　山 岡　山

埼　玉 川　越 射　水 鈴　鹿 倉　敷 沖　縄 那　覇

川　口 備　前

京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山の5府県につきましては、平成25年度より本部管轄となります。
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７．関連法令集 
 

（１）公害健康被害の補償等に関する法律（抜粋） 

 

（目的） 

第１条 この法律は、事業活動その他の人の活動に伴つて生ずる相当範囲にわたる著  

しい大気の汚染又は水質の汚濁（水底の底質が悪化することを含む。以下同じ。）の

影響による健康被害に係る損害を填補するための補償並びに被害者の福祉に必要な

事業及び大気の汚染の影響による健康被害を予防するために必要な事業を行うこと

により、健康被害に係る被害者等の迅速かつ公正な保護及び健康の確保を図ることを

目的とする。 

 

（汚染負荷量賦課金の徴収及び納付義務） 

第５２条 機構は、第４８条の規定による納付金のうち、第４条第１項の認定に係る 

被認定者及び認定死亡者に関する補償給付の支給に要する費用並びに第一種地域に

係る指定疾病による被害に関して行う公害保健福祉事業に要する費用に充てるため

のもの、第１３条第２項の規定による支払に要する費用並びに機構が行う事務の処理

に要する費用（以下「補償給付支給費用等」という。）の一部に充てるため、大気汚

染防止法（昭和４３年法律第９７号）第２条第２項に規定するばい煙発生施設が設置

される工場又は事業場を設置し、又は設置していた事業者で、次に掲げるもの（以下

「ばい煙発生施設等設置者」という。）から、毎年度、汚染負荷量賦課金を徴収する。 

一 第一種地域に係る指定疾病に影響を与える大気の汚染の原因である政令で定め

る物質を排出するばい煙発生施設が設置され、かつ、最大排出ガス量が政令で定め

る地域の区分に応じて政令で定める量以上である工場又は事業場を、各年度（毎年

４月１日から翌年３月３１日までをいう。以下この章において同じ。）の初日にお

いて設置している事業者 

二 第一種地域の指定がすべて解除された場合にあつては、その解除があつた日（以

下「基準日」という。）の前日の属する年度（以下「基準年度」という。）の初日に

おいて前号の政令で定められていた物質（以下「対象物質」という。）を排出する

ばい煙発生施設が設置され、かつ、最大排出ガス量が基準年度の初日において同号

の政令で定められていた地域の区分に応じて同号の政令で定められていた量以上

であつた工場又は事業場を基準年度の初日において設置していた事業者。ただし、

基準日以後も基準日前にされた第４条第１項の認定に係る被認定者及び認定死亡

者（以下「既被認定者」という。）に関する補償給付支給費用等が生ずる場合に限

る。 

２ 第一種地域の指定がすべて解除された場合において、基準日がその属する年度の初

日の翌日以後の日であるときは、前項第２号に掲げるばい煙発生施設等設置者に対す

る同項の規定の適用については、同項中「毎年度」とあるのは、「基準日の属する年

度の翌年度から毎年度」とする。 

３ ばい煙発生施設等設置者は、汚染負荷量賦課金を納付する義務を負う。 
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  （汚染負荷量賦課金の額） 

第５３条 各ばい煙発生施設等設置者から徴収する汚染負荷量賦課金の額は、次の各  

号に掲げるばい煙発生施設等設置者の種別に従い、当該各号に定める額とする。 

一 前条第１項第１号のばい煙発生施設等設置者 当該ばい煙発生施設等設置者 

が排出する同号の政令で定める各物質ごとの単位排出量当たりの賦課金額に前年

度の初日の属する年における年間排出量を乗じて得た額の合計額 

二 前条第１項第２号のばい煙発生施設等設置者 次のイ及びロに掲げる額を合 

算した額 

イ 対象物質ごとの単位排出量当たりの賦課金額に基準日前の既被認定者の指定疾

病に影響を与えた大気の汚染の状況その他の事情を勘案して政令で定める年から

基準年度の前年度の初日の属する年までの期間（以下「算定基礎期間」という。）

の各年における対象物質の年間排出量を大気の汚染の状況に応じた地域の別その

他の事情を勘案して政令で定めるところにより換算して得た量を累積した量（以

下「累積量」という。）を乗じて得た額の合計額 

ロ 基準日以後に排出される対象物質ごとの単位排出量当たりの賦課金額に前年度

の初日の属する年における対象物質の年間排出量を乗じて得た額の合計額 

２ 前項の年間排出量の算定の方式は、環境省令で定める。 

 

  （単位排出量当たりの賦課金額） 

第５４条 前条第１項第１号の単位排出量当たりの賦課金額は、第３条第１項に掲げ 

る補償給付の種類ごとの受給者見込数及び平均受給金額の見込額その他の事項に基

づき算定した補償給付支給費用等に充てるための汚染負荷量賦課金の総額として当

該年度において必要であると見込まれる金額（以下「賦課金見込額」という。）のう

ち既被認定者以外の被認定者及び認定死亡者に関する金額とばい煙発生施設等設置

者が排出する第５２条第１項第１号の政令で定める各物質ごとの前年度の初日の属

する年における総排出量とを基礎として、当該物質による大気の汚染の状況に応じた

地域の別に従い、政令で定める。 

２ 次の各号に掲げる単位排出量当たりの賦課金額は、当該各号に掲げる事項を基礎と

して政令で定める。ただし、第２号に掲げる賦課金額は、同号の対象物質による大気

の汚染の状況に応じた地域の別に従い定めるものとする。 

一 前条第１項第２号イの単位排出量当たりの賦課金額 賦課金見込額のうち既 

被認定者に関する金額に既被認定者の指定疾病の状況その他の事情を勘案して政

令で定める率を乗じて得た額及びばい煙発生施設等設置者が排出した算定基礎期

間における対象物質ごとの総累積量 

二 前条第１項第２号ロの単位排出量当たりの賦課金額 賦課金見込額のうち既 

被認定者に関する金額に一から前号の政令で定める率を控除して得た率を乗じて

得た額及びばい煙発生施設等設置者が排出する前年度の初日の属する年における

対象物質ごとの総排出量 
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（汚染負荷量賦課金の納付等） 

第５５条 ばい煙発生施設等設置者は、各年度ごとに、汚染負荷量賦課金を、環境省令

で定める事項を記載した申告書に添えて、その年度の初日から４５日以内に機構に納

付しなければならない。 

２ 前項の申告書には、第５２条第１項第１号の政令で定める物質又は基準日以後に 

排出される対象物質の年間排出量を証する書類として環境省令で定める書類を添付

しなければならない。 

３ 機構は、ばい煙発生施設等設置者が第１項に規定する期間内に同項の申告書を提 

出しないとき、又は同項の申告書に環境省令で定める事項の記載の誤りがあると認め

たときは、汚染負荷量賦課金の額を決定し、これをばい煙発生施設等設置者に通知す

る。 

４ 前項の規定による通知を受けたばい煙発生施設等設置者は、汚染負荷量賦課金を納

付していないときは同項の規定により機構が決定した汚染負荷量賦課金の全額を、納

付した汚染負荷量賦課金の額が同項の規定により機構が決定した汚染負荷量賦課金

の額に足りないときはその不足額を、その通知を受けた日から１５日以内に機構に納

付しなければならない。 

５ ばい煙発生施設等設置者が納付した汚染負荷量賦課金の額が、第３項の規定によ 

り機構が決定した汚染負荷量賦課金の額をこえる場合には、機構は、そのこえる額に

ついて、未納の汚染負荷量賦課金その他この節の規定による徴収金があるときはこれ

に充当し、なお残余があれば還付し、未納の徴収金がないときはこれを還付しなけれ

ばならない。 

 

（汚染負荷量賦課金の延納） 

第５６条 機構は、ばい煙発生施設等設置者の申請に基づき、その者の納付すべき汚 

染負荷量賦課金を延納させることができる。 

 

（督促及び滞納処分） 

第５７条 汚染負荷量賦課金その他この節の規定による徴収金を納付しない者があ 

るときは、機構は、期限を指定して督促しなければならない。 

２ 前項の規定により督促するときは、機構は、納付義務者に対して督促状を発する。 

３ 前項の督促状により指定する第１項の期限は、督促状を発する日から起算して１０ 

日以上経過した日でなければならない。 

４ 機構は、第１項の規定による督促を受けた者がその指定の期限までに汚染負荷量賦 

課金その他この節の規定による徴収金を完納しないときは、納付義務者の住所地又は

その財産の所在地の市町村（特別区を含む。以下この条において同じ。）に対して、

その徴収を請求することができる。 

５ 市町村は、前項の規定による徴収の請求を受けたときは、地方税の滞納処分の例に

より、滞納処分をすることができる。この場合においては、機構は、徴収金額の百分

の四に相当する金額を当該市町村に交付しなければならない。 

６ 市町村が第四項の規定による徴収の請求を受けた日から３０日以内に滞納処分に 
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着手せず、又は９０日以内にこれを結了しないときは、機構は、環境大臣の認可を受

けて、国税滞納処分の例により、滞納処分をすることができる。 

 

（延滞金） 

第５８条 前条第１項の規定により汚染負荷量賦課金の納付を督促したときは、機構は、

その督促に係る汚染負荷量賦課金の額につき年１４．５パーセントの割合で、納付期

限の翌日からその完納又は財産差押えの日の前日までの日数により計算した延滞金

を徴収する。ただし、督促に係る汚染負荷量賦課金の額が千円未満であるときは、こ

の限りでない。 

２ 前項の場合において、汚染負荷量賦課金の額の一部につき納付があつたときは、そ

の納付の日以降の期間に係る延滞金の額の計算の基礎となる汚染負荷量賦課金の額

は、その納付のあつた汚染負荷量賦課金の額を控除した額とする。 

３ 延滞金の計算において、前２項の汚染負荷量賦課金の額に千円未満の端数があると

きは、その端数は、切り捨てる。 

４ 前３項の規定によつて計算した延滞金の額に百円未満の端数があるときは、その端

数は、切り捨てる。 

５ 延滞金は、次の各号の一に該当する場合には、徴収しない。ただし、第４号の場合 

には、その執行を停止し、又は猶予した期間に対応する部分の金額に限る。 

一 督促状に指定した期限までに汚染負荷量賦課金を完納したとき。 

二 納付義務者の住所又は居所がわからないため、公示送達の方法によつて督促した

とき。 

三 延滞金の額が百円未満であるとき。 

四 汚染負荷量賦課金について滞納処分の執行を停止し、又は猶予したとき。 

五 汚染負荷量賦課金を納付しないことについてやむを得ない理由があると認めら

れるとき。 

 

  （先取特権の順位） 

第５９条 汚染負荷量賦課金その他この節の規定による徴収金の先取特権の順位は、国 

税及び地方税に次ぐものとする。 

 

  （徴収金の徴収手続） 

第６０条 汚染負荷量賦課金その他この節の規定による徴収金は、この節に別段の定め 

がある場合を除き、国税徴収の例により徴収する。 

 

  （資料の提出） 

第６０条の２ 機構は、汚染負荷量賦課金の徴収に関し必要があると認めるときは、ば 

い煙発生施設等設置者に対し、文書その他の物件の提出を求めることができる。 

 

  （環境省令への委任） 

第６１条 この節に定めるもののほか、汚染負荷量賦課金その他この節の規定による徴
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収金に関し必要な事項は、環境省令で定める。 

 

  （ばい煙発生施設等設置者等に対する報告の徴収等） 

第１４１条 環境大臣は、この法律を施行するため必要があると認めるときは、政令で 

定めるところにより、ばい煙発生施設等設置者又は特定施設等設置者に対し、その業

務に関し報告を求め、又はその職員に、ばい煙発生施設等設置者若しくは特定施設等

設置者の工場若しくは事業場に立ち入り、帳簿書類その他の物件を検査させることが

できる。 

２ 第１３９条第２項の規定は前項の規定による検査について、同条第３項の規定は前 

項の規定による権限について準用する。 

 

  （罰則） 

第１４６条 次の各号の一に該当する者は、２０万円以下の罰金に処する。 

一 第６０条の２（第６６条において準用する場合を含む。)の規定により文書その 

他の物件の提出を求められて、これに従わず、又は虚偽の記載をした文書を提出し

た者 

二 第１３６条の規定により報告又は文書その他の物件の提出を求められて、これに

従わず、又は虚偽の報告をし、若しくは虚偽の記載をした文書を提出した者 

三 第１４０条第１項の規定により報告若しくは診療録、帳簿書類その他の物件の提 

示を求められて、これに従わず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定による

質問に対して、答弁せず、若しくは虚偽の答弁をした者 

 

 

（２）旧公害健康被害補償法施行令（抜粋） 

 

（汚染負荷量賦課金の賦課対象物質） 

第２８条 法第５２条第１項の政令で定める物質は、硫黄酸化物とする。 

 

（最大排出ガス量） 

第２９条 法第５２条第１項の最大排出ガス量（同項に規定するばい煙発生施設 

において発生し、大気中に排出される気体の一時間当りの量を、温度が零度で

圧力が一気圧の状態に換算したものの最大値の合計をいう。）につき政令で定

める量は、別表第三の第二欄に上げる地域の区分に応ずる同表第三欄に掲げる

量とする。 

 

（単位排出量当りの賦課金額） 

第３０条 法第５４条の政令で定める単位排出量当たりの賦課金額は、温度が零

度で圧力が一気圧の状態に換算した硫黄酸化物一立方メートルにつき、別表第

三の第二欄に掲げる地域の区分に応ずる同表の第四欄に掲げる金額とする。 
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別表第三 (第２９条、 第３０条関係) 

１ 別表第一の二十八の項から三十一の項まで及び三十二

の項に揚げる地域 
５，０００㎥ 省略 

２ 別表第一の二の項から二十二の項までに揚げる地域 

 
５，０００㎥ 省略 

３ 別表第一の一の項、二十四の項、二十五の項及び三十一

の二の項に揚げる地域 
５，０００㎥ 省略 

４ 別表第一の二十三の項、二十六の項、二十七の項及び三

十三の項から三十七の項に揚げる地域 
５，０００㎥ 省略 

５ 別表第一に揚げる地域以外の地域 

 
１０，０００㎥ 省略 

（指定地域解除 昭和63年3月1日） 

 

 

（３）公害健康被害の補償等に関する法律施行令（抜粋） 

 

（政令で定める年）  

第３１条 法第５３条第１項第２号イの政令で定める年は、法第５２条第１項第２号に 

規定する基準年度の前年度の初日の属する年（別表第四において「基準年」という。）

の４年前の年とする。  

 

（年間排出量の換算の方法）  

第３２条 法第５３条第１項第２号イの規定による法第５２条第１項第２号に規定す 

る対象物質（以下「対象物質」という。）の年間排出量の換算は、法第５３条第１項

第２号イに規定する算定基礎期間の各年における対象物質の年間排出量に別表第四

の第二欄に掲げる地域の区分に従い、それぞれ、各年ごとに定める数を乗ずることに

より行うものとする。  

 

 

（４）公害健康被害の補償等に関する法律施行規程（抜粋） 

 

 （年間排出量の算定の方式) 

第３条 法第５３条第２項の環境省令で定める同条第１項の年間排出量の算定の方式 

は、次の各号に掲げる区分に応じて当該各号に定める算式により得た値の硫黄酸化物

の量（温度が零度で圧力が一気圧の状態に換算した立方メートルをいう。以下この条

において同じ。）を合計するものとする。ただし、これとは別の方式により年間排出

量が算定できるときは、この限りでない。  

一 使用する原材料又は燃料が液体又は固体の場合にあつては、それぞれ、使用する

原材料又は燃料の別に応じて次のいずれかの算式により算出するものとする。  

イ 原材料又は燃料の前年における使用量（単位 リットル）×原材料又は燃料の

密度（単位 グラム毎立方センチメートル）×原材料又は燃料中の硫黄分の成分

割合（単位 重量比）×（22.4／32）  

ロ 原材料又は燃料の前年における使用量（単位 キログラム）×原材料又は燃料
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中の硫黄分の成分割合（単位 重量比）×（22.4／32）  

二 使用する原材料又は燃料が気体の場合にあつては、それぞれ、使用する原材料又

は燃料の別に応じて次の算式により算出するものとする。  

原材料又は燃料の前年における使用量（単位 温度が零度で圧力が一気圧の状態

に換算した立方メートル）×原材料又は燃料中の硫黄分の成分割合（単位 容量比） 

２ 前項の場合において、脱硫（原材料中又は製品等中に吸収されること及び原材料中

又は灰分中に残留することを含む。第６条第１項第６号において同じ。）により除去

される硫黄酸化物の量は排除して算定するものとする。  

 

（納付の方法）  

第５条 汚染負荷量賦課金は、これを工場又は事業場を単位として納付するものとする。 

ただし、納付義務者（法第５２条第３項の規定により汚染負荷量賦課金を納付する義

務を負うばい煙発生施設等設置者をいう。次条第２項、第７条、第８条及び第９条第

２項において同じ。）が、これによらない旨をあらかじめ機構に届け出たときは、こ

れとは別の方法により納付することができる。  

 

  （添付書類）  

第６条 法第５５条第２項の環境省令で定める書類は、次のとおりとする。  

一 第３条第１項本文の年間排出量の算定の方式による算定の過程を示す書類  

二 第３条第１項ただし書の年間排出量の算定の方式により算定する納付義務者に  

あつては、その算定の過程を示す書類及びその算定の基礎となつた数値の根拠を明

らかにすることができる書類  

三 前年度の初日の属する年における原材料又は燃料の使用量を明らかにすること

ができる書類  

四 原材料又は燃料中の硫黄分の成分割合を明らかにすることができる書類  

五 原材料又は燃料の密度を明らかにすることができる書類  

六 脱硫により除去される硫黄酸化物がある場合にあつては、脱硫の程度及びその根

拠を明らかにすることができる書類  

 

（フレキシブルディスクによる手続）  

第６条の２ 法第５５条第２項の規定に基づく同条第１項の申告書への前条の書類の

添付については、第４条第１項各号に定める事項及び当該書類の作成に必要となる事

項を記録したフレキシブルディスクを添付することにより、行うことができる。  

 

  （フレキシブルディスクの構造）  

第６条の３ 前条のフレキシブルディスクは、次の各号のいずれかに該当するものでな 

ければならない。  

一 日本工業規格X６２２１に適合する９０ミリメートルフレキシブルディスクカー 

トリッジ  

二 日本工業規格X６２２３に適合する９０ミリメートルフレキシブルディスクカー
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トリッジ  

 

（フレキシブルディスクの記録方式）  

第６条の４ 第６条の２の規定によるフレキシブルディスクへの記録は、次に掲げる方 

式に従つてしなければならない。  

一 トラックフォーマットについては、前条第１号のフレキシブルディスクに記録す 

る場合にあつては日本工業規格X６２２２、同条第２号のフレキシブルディスクに

記録する場合にあつては日本工業規格X６２２４又はX６２２５  

二 ボリューム及びファイル構成については、日本工業規格X０６０５  

三 文字の符号化表現については、日本工業規格X０２０８附属書一  

２ 第６条の２の規定によるフレキシブルディスクへの記録は、日本工業規格X０２０ 

１及びX０２０８による図形文字並びに日本工業規格X０２１１による制御文字のう

ち「復帰」及び「改行」を用いてしなければならない。  

 

（フレキシブルディスクにはり付ける書面）  

第６条の５ 第６条の２のフレキシブルディスクには、日本工業規格X６２２１又はX 

６２２３によるラベル領域に、次に掲げる事項を記載した書面をはり付けなければな

らない。  

一 汚染負荷量賦課金の納付義務者の氏名又は名称及び汚染負荷量賦課金申告書（様

式第一号）中の汚染負荷量賦課金番号  

二 法第５５条第１項の申告書の提出年月日  

 

（書類の保存義務）  

第１９条 ばい煙発生施設等設置者若しくは特定施設等設置者又はばい煙発生施設等 

設置者若しくは特定施設等設置者であつた者は、法又はこの省令による書類を、その

完結の日から５年間保存しなければならない。  

 

  （代理人選任の届出）  

  第２０条 ばい煙発生施設等設置者又は特定施設等設置者は、法の規定に基づいてばい  

煙発生施設等設置者又は特定施設等設置者がしなければならない事項につき、代理人  

をして処理させようとするときは、あらかじめ、文書でその旨を機構に届け出なけれ  

ばならない。  

 

（電子情報処理組織による申告等）  

第２２条 行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律（平成１４年法律第 

１５１号）第３条第１項の規定に基づき、電子情報処理組織を使用した法第５５条第

１項の規定による申告書の提出、法第５６条の規定による延納の申請、第５条ただし

書の規定による別の方法による納付の届出及び第２０条の規定による代理人選任の

届出（以下「電子申告等」という。）を行おうとする者は、あらかじめ、電子申告等

を行う者の氏名その他必要な事項を文書で機構に届け出なければならない。  



 
 
 

 －64－

２ 機構は、前項の規定による届出を受けたときは、識別番号及び暗証番号を付し、こ

れらの番号を電子申告等を行う者として届け出られた者に通知するものとする。  

３ 電子申告等を行う者は、機構の使用に係る電子計算機に備えられたファイルから入

手可能な様式に記録すべき事項（次項において「電子申告等記録事項」という。）そ

の他必要な事項を、電子申告等を行う者の使用に係る電子計算機であつて次に掲げる

技術的基準に適合するものから入力して、電子申告等を行わなければならない。  

一 機構の使用に係る電子計算機に備えられたファイルから入手した様式に入力で

きる機能  

二 機構の使用に係る電子計算機と通信できる機能  

４ 前項の規定により電子情報処理組織を使用した法第５５条第１項の規定による申 

告書の提出を行う者は、第６条の２の規定にかかわらず、第６条各号に掲げる書類に

記載すべき事項を電子申告等記録事項と併せて入力し、これを送信しなければならな

い。  
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申告等に関連する諸届出書式・記載例 

  届出書は、「代理人選任・解任届出書」と「名称等変更届出書」の２種類があります。該当する

事項に変更が生じたときは、届出書１部を速やかに機構又は商工会議所に提出してください。 

なお、届出書の書式は手引の巻末につけてありますので、コピーしてお使いください。 

ま た、これ らの届出 書は賦課 金ホーム ページ (汚 染負荷 量賦課金 申告のご 案

内http://www.erca.go.jp/fukakin/)にも掲載しておりますので、必要な届出書をダウンロードし、記

入事項を入力のうえ、プリントアウトすることもできます。 

(1) 代理人選任・解任届出書記載例 

  

 

 

      　　  　

0 3 3 0 9 0 1 2

（名称） （所在地）

電話　022-562-8181

選　　任 氏　名 工場長

代理人 住　所 選任した日

解任した日※

注※　「解任代理人氏名」及び「解任した日」欄は、以前に代理人を

　　 選任していない場合は、記入する必要はありません。　　　

代表取締役社長　青空　一郎　　　㊞

　　　届出者　　

宮城県仙台市宮城野区港1-2-3

鎌田　浩二

平成25年　4月　1日

平成25年　3月31日

施設等設置者又は特定施設等設置者がしなければならない事項

青空工業株式会社

上記のとおり届け出ます。
　公害健康被害の補償等に関する法律施行規程第20条の規定により、

平成　25年　　4月　　1日

施設等設置者との関係

宮城県仙台市宮城野区港1-2-3

い た 工 場 ・ 事 業 場

大森　一夫

べき事項の範囲

設 置 し 、 又 は 設 置 し て

又 は 特 定 施 設 を

仙台工場

賦課金番号

独立行政法人環境再生保全機構理事長　　殿

神奈川県川崎市幸区大宮町1310

氏名又は名称及び住所並びに

法人にあってはその代表者の氏名

代理人選任・解任届出書

ば い 煙 発 生 施 設

解任代理人氏名※

代理人が行う 公害健康被害の補償等に関する法律の規定に基づいてばい煙発生

ば い 煙 発 生 施 設 等 設 置 者

特 定 施 設 等 設 置 者

代表者の印を押印 

してください。 

間違いの多い例として、支店長や代理人

本人が届出者になっているケースがあり

ます。必ず代表者にしてください。 

申告書にプレプリントしてある

賦課金番号を記入してください

新代理人の役職等 

旧代理人 
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〔記入上の注意〕 

 

 ◎ 汚染負荷量賦課金番号 

   申告書に記載のある汚染負荷量賦課金番号をご記入ください。 

 

 ◎ ばい煙発生施設又は特定施設等を有する工場・事業場（名称・所在地） 

   申告対象となる対象工場・事業場の名称・所在地・電話番号を記入してください。 

 

 ◎ 選任代理人氏名・選任日 

   選任する代理人氏名並びに選任日を記入してください。 

 

 ◎ 施設等設置者との関係 

   施設等設置者との関係を記入してください。 

 

 ◎ 解任代理人氏名・解任日 

   解任する代理人氏名並びに解任日を記入してください。 

 

 ◎ 年月日 

   提出する日を記入してください。 

 

 ◎ 届出者 

   ばい煙発生施設又は特定施設等を有する者の名称（法人名等）、住所、代表者等氏名を明記

の上、押印してください。 

   また、この届出書は、代表者が行う行為を、代理人に処理させようとするものであるため、

届出者欄は必ず組織の代表者としてください。 

 

 ◎ オンライン申告を行っている方 

   オンライン申告を行っている事業者で、代理人で認証情報を取得している場合は、「電子申

告等届出書」が「代理人選任・解任届出書」を兼ねていますので、代理人を変更する場合は   

「電子申告等届出書」を提出して新しい認証情報を取得してください。 
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(2)名称等変更届出書記載例 

 

 

 

 

平成 25 年 4 月 22 日

独立行政法人環境再生保全機構理事長 殿

届出者 氏名又は名称及び住所並びに法人

にあってはその代表者又は選任代理人

氏名又は名称 関東青空株式会社
住所 神奈川県川崎市幸区大宮町1310

代表取締役　山田　勝重 ㊞

1 2 3 4 5 6 7 8 平成 25 年 4 月 10 日

〒 〒

〒

〒

所属部課

※1

※2

注1

注2

変更理由

変　　更　　前 変　　更　　後

カントウアオゾラカブシキカイシャ

 (該当するところに
  を付けて下さい。）

項　　　目

再度「電子申告等届出書」の提出が必要となります。この場合、旧認証情報は、無効となります。

代表者だけの変更の場合、届出する必要はありません。

送付先欄には工場・事業場の移転、閉鎖等によって今後申告書の送付先を変更する場合に記載してください。

記載にあたっては、変更箇所だけ記入してください。

工場・事業場の合併、分割、譲渡等で電子申告等を行う者に変更があった場合は、新しい認証情報が必要となりますので

名　　称

名 称 等 変 更 届 出 書

代表者又は選任代理人

変 更 年 月 日賦 課 金 番 号

次のとおり変更があったので、届け出ます。

①
納
付
義
務
者

（

ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
）

フ リ ガ ナ カントウコウギョウカブシキカイシャ

フ リ ガ ナ

住　　所

　※１

(本店等所在地)

トウキョウトミナトクロッポンギ

関東工業株式会社 関東青空株式会社(法人名等)

カナガワケンカワサキシサイワイクオオミヤチョウ

106-0032　 212-8554　　

東京都港区六本木4-1-4 神奈川県川崎市幸区大宮町1310

代表者氏名

②
申
告
対
象
工
場
・
事
業
場

フ リ ガ ナ アサカコウジョウ

名　　称
朝霞工場 （廃止）(申告対象工場

等名称）

フ リ ガ ナ サイタマケンアサカシホンチョウ

住　　所 106-0032
(申告対象工場
等所在地） 埼玉県朝霞市本町150-254

※２ フ リ ガ ナ カントウアオゾラカブシキカイシャ　ソウムブソウムカ

名　　称

住　　所

(法人名部課
等)

フ リ ガ ナ カナガワケンカワサキシサイワイクオオミヤチョウ

関東青空株式会社　総務部総務課

212-8554　

神奈川県川崎市幸区大宮町1310

連絡担当者氏名 森口　学 環境安全課 電話番号 044-520-9549

③
送
付
先

（

申
告
書
等
）

商号変更 本社の住所変更

工場等の移転・閉鎖・廃止に伴う申告書の送付先変更

その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工場名の変更

合併

営業譲渡

施設の賃貸借

会社分割

清算結了

工場等の移転

工場等の閉鎖・廃止

市町村の合併に伴う住居表示等の変更

変
更
箇
所
だ
け
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

申告書にプレプリント

してある賦課金番号を

記入してください。 

納付義務者又は

届出者を記入し

てください。 

代表者又は代理

人の印を押して

ください。 

担当者の連絡先

等を必ず記入し

てください。 



 
 
 

 －68－

〔記入上の注意〕 

 ◎ 届出者 

   届出者の氏名又は名称・住所・代表者名を記入し、押印してください。 

また、代理人を選任している場合は、氏名又は名称・住所・代理人の氏名を記入し押印して

ください。 

 

  ◎ 汚染負荷量賦課金番号 

   申告書に記載のある汚染負荷量賦課金番号をご記入ください。 

 

◎ 変更年月日 

   下記変更理由の変更年月日を記入してください。 

 

 ◎ 変更理由 

   該当する変更理由にレ点を付してください。該当理由が無い場合は、その他の欄に記入して

ください。 

 

 以下の項目は、変更があった箇所の変更前及び変更後を記入してください。 

 ① 納付義務者（名称・住所・代表者氏名） 

   名称・住所・代表者氏名欄は、法人名や本社等の住所が変更になった場合等に記入してくだ

さい。（代表者だけの変更の場合には、届出は不要です。） 

 

 ② 申告対象工場・事業場（名称・所在地） 

   申告対象工場・事業場の名称・住所表示が変更になった場合等に記入してください。 

 

 ③ 送付先 

工場・事業場の移転、閉鎖によって今後申告書の送付先を変更する場合に記入してください。 

 

 ◎ 連絡担当者氏名・所属部課・電話番号 

   この届出について、ご連絡をさせて頂く場合の連絡先を記入してください。 

 

上記届出の内容を確認させて頂く書類として下記の書類等（客観的に分かるもの）を添付してく

ださい。 

名称変更の理由 添付書類 

(１)全面廃止又は工場移転 大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設使用廃止届出書（写） 

(２)合併 ① 合併契約書（写） 

② 会社登記簿謄本（写） 

(３)営業譲渡※・施設の賃貸借 ① 大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設承継届出書（写） 

② 営業譲渡契約書（写）、賃貸借契約書（写） 等 

③ 会社登記簿謄本（写） 

(４)会社分割 ① 大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設承継届出書（写） 

② 分割契約書類（写） 等 

③ 会社登記簿謄本（写） 

注※ 営業譲渡の場合、営業譲渡後の納付義務者については、納付義務者と譲渡先との資本関

係の有無等によって決まるので、届出を提出する前に機構に相談してください。 



（名称） （所在地）

選　　任 氏　名

代理人 住　所 選任した日

解任した日※

平成　　　年　　　　月　　　　日

氏名又は名称及び住所並びに

法人にあってはその代表者の氏名

印

独立行政法人環境再生保全機構理事長　　殿

代理人選任・解任届出書

賦課金番号

注※　「解任代理人氏名」及び「解任した日」欄は、以前に代理人を

　　　選任していない場合は、記入する必要はありません。

ば い 煙 発 生 施 設

設置し、又は 設置して

いた 工 場 ・事 業 場

解任代理人氏名※

代理人が行う 公害健康被害の補償等に関する法律の規定に基づいてばい煙発生

電話

平成　　　年　　月　　日

又 は 特 定 施 設 を

べき事項の範囲 施設等設置者又は特定施設等設置者がしなければならない事項

届出者

ばい煙発生施設等設置者

特 定 施 設 等 設 置 者

公害健康被害の補償等に関する法律施行規程第20条の規定により、

上記のとおり届け出ます。

施設等設置者との関係

平成　　　年　　月　　日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

 

 

平成 年 月 日

独立行政法人環境再生保全機構理事長 殿

届出者 氏名又は名称及び住所並びに法人

にあってはその代表者又は選任代理人

氏名又は名称

住所

印

次のとおり変更があったので、届け出ます。

平成 年 月 日

( )

〒 〒

〒 〒

〒 〒

※1 代表者だけの変更の場合、届出する必要はありません。

※2 送付先欄には工場・事業場の移転、閉鎖等によって今後申告書の送付先を変更する場合に記載してください。

注1 記載にあたっては、変更箇所だけ記入してください。

注2 工場・事業場の合併、分割、譲渡等で電子申告等を行う者に変更があった場合は、新しい認証情報が必要となりますので

再度「電子申告等届出書」の提出が必要となります。この場合、旧認証情報は無効となります。

名 称 等 変 更 届 出 書

代表者又は選任代理人

名　　称

賦 課 金 番 号 変 更 年 月 日

変更理由

(該当するところに
 を付けて下さい。）

(法人名等)

フ リ ガ ナ

フ リ ガ ナ

項　　　目 変　　更　　前 変　　更　　後

①
納
付
義
務
者

（

ば
い
煙
発
生
施
設
等
設
置
者
）

住　　所

(本店等所在地)

住　　所

フ リ ガ ナ

代表者氏名

名　　称

(申告対象工場
等名称）

　※１

(申告対象工場
等所在地）

※２ フ リ ガ ナ

②
申
告
対
象
工
場
・
事
業
場

フ リ ガ ナ

（

申
告
書
等
）

名　　称

住　　所

(法人名部課等)

フ リ ガ ナ

連絡担当者氏名 所属部課 電話番号

③
送
付
先

商号変更 本社の住所変更

工場等の移転・閉鎖・廃止に伴う申告書の送付先変更

その他

合併

営業譲渡

施設の賃貸借

会社分割

清算結了

工場等の移転

工場等の閉鎖・廃止

市町村の合併に伴う住所表示等の変更

工場名の変更



メ   モ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

  独立行政法人環境再生保全機構 

ＵＲＬ  ① http：//www.erca.go.jp/fukakin/    (汚染負荷量賦課金申告に関する情報)   

② http：//www.erca.go.jp/            (機構業務案内等に関する情報)         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この手引についてわからないことがありましたら、独立行政法人環境再生保全機構にお問い合わせください。 

 

 

■ 本 部 

〒212-8554 神奈川県川崎市幸区大宮町 1310 

ミューザ川崎セントラルタワー８F

FAX 044-520-2133 

E メール h-gyoumu@erca.go.jp 

① 申告手続等に関する一般事項の照会 

    TEL  044-520-9544 補償業務部業務課 

② オンライン申告・ＦＤ申告に関する事項の照会 

  TEL  044-520-9545 補償業務部業務課 

  フリーダイヤル 0120-135-304 

③ 申告等賦課金算定に関する事項の照会 

    TEL  044-520-9547 補償業務部調査管理課 

④ 汚染負荷量賦課金の納付に関する事項の照会 

TEL  044-520-9553 補償業務部業務課 

 

■ 大阪支部（平成 25 年 6 月 28 日(金)廃止予定） 

〒530-0002 大阪府大阪市北区曽根崎新地 1-1-49 

梅田滋賀ビル４F 

  TEL 06-6342-0780 

  FAX 06-6342-0260 

  E メール osaka@erca.go.jp 
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